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  郷土・文化

波山の前にも後にも波山なし

－没後 50 年 茨城工芸 300 年の歩みを振り返る－

陶芸家　茨城工芸会会長　井 上  壽 博

工芸の発達史

　ヨーロッパ諸国や中国では古くから青銅器文明

が興り、鉄器文明に発展していくなかで、急速な

技術開発が進みます。これに比べると陶磁器の発

達はおそく、牛の歩みにたとえられます。

　中国で陶磁器文化が開花するのはやっと唐代の

後、北宋、南宋の時代になってから。日本の平安

後期から鎌倉時代にあたる 10 ～ 13 世紀ごろで、

技法的にも一気に完成の域に達します。中国北部

では白磁がよく造られ、南部では青磁が造られま

したが、宋代には黒・茶・紅などの暖色系の釉器

も流行しました。

　このころ、日本は我が国独自に発達した「六古

窯」（備前、丹後、信楽、常滑、瀬戸、越前）の

時代です。その後に中国や朝鮮半島からの渡来人

の技術が入ってきます。職人の焼き物から芸術・

美術品としての陶器となるのは、江戸時代の名工

中の名工と言われた、京焼の野々村仁清（1596

－ 1666 推定）の登場を待たなければなりません。

「仁清の前にも後にも仁清なし」、現在国宝に指定

されている仁清の作品は 22 点にもなります。

　18 世紀にかかるころには、オランダの東イン

ド会社（貿易船）による交易で、柿右衛門（赤絵

磁器）がヨーロッパに渡り、日本製が高く称賛さ

れるまでになります。ヨーロッパに影響を与え、

マイセン磁器が誕生するに至ります。

　明治に入って文明開化、殖産興業の時代になる

とブルーノ・タウト（1880 － 1938）が 1933 年、

海路で敦賀に上陸、日本に亡命します。ドイツ（東

プロイセン）生まれの建築家。タウトは桂離宮の

　板谷波山（いたや・はざん、左写真）は、明治～

昭和期の陶芸家。筑波山にちなむ「波山」の号から

も分かるように、茨城県真壁郡下館町（現・筑西市）

の出身です。明治５年（1872）生まれで、昭和 38 年

（1963）に 91 歳で没していますから、来年没後 50 年

を迎えます。その没年の 10 年前の昭和 28 年（1953）

に、波山は陶芸家として初めての文化勲章を受章して

います。陶工いわゆる「職人」ではない「芸術家」の

陶芸家として認定された、日本における最も初期の存

在と言えます。徳川光圀（1628 ～ 1700）が殖産政策

のひとつとして奨励した「水戸金工」を始まりとする

茨城の工芸の歴史にとっても大きなエポックとなる

偉大な存在でした。波山の前と後、ほぼ 300 年にわ

たる茨城の工芸の歩みを振り返ります。
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発見と日本家屋の著作で有名ですが、群馬県工業

試験場高崎分場に着任してから、家具、竹、和紙、

漆器など日本の素材を生かし、モダンな作品を発

表します。この高崎に滞在中に全国を旅する中で

２回来県し、文献によると、水戸で戸祭という青

年に会ったと記されています。茨城の工芸産業界

に著しく貢献しています。

光圀製陶から偕楽焼まで

　海外で陶芸が大きく発展するころ、わが茨城に

は「光圀製陶」の記録が残っています。寛文５年

（1665）、水戸光圀公より明国から招へいされた朱

舜水は、学問とともに南支那の宗胡録の系統の製

陶技術を持った土師を伴い渡日、水戸藩にその技

法を伝え東茨城郡小川町の地に築窯しました。そ

の後、寛政７年（1775）頃に水戸藩直系である宍

戸藩に移し、山水土瓶、かめ、摺鉢などの日用雑

器を製造したのが「宍戸焼」の始まりであり、笠

間焼の源流のひとつとも言われています。

　笠間焼の起源については諸説あり、安永年間

(1772 ～ 1781) に箱田村の久野半衛門が、信楽の

陶工吉三郎を迎えて箱田焼を製造したのが始まり

とも言われます。安政の頃に始まった宍戸焼には、

こんな逸話があります。相馬焼（福島）の職工が

水戸に脱走して来る。当時は各藩とも陶工は藩職

人であり、陶技法が外部に洩れることを嫌ってい

ました。相馬藩から追っ手として同心が水戸に来

たが、この職人は水戸で匿われた。追っ手は約１

年半滞在したが諦めて帰り去った。烈公－徳川斉

昭公（1800 － 1860）の命により製陶に従事し、

のちに宍戸付近で事業を開始したという話です。

　第９代水戸藩主の斉昭公は、天保から嘉永年間

にかけて、水戸の「七面」、常陸太田の「町田」、

馬頭 ( 現栃木県那珂川町 ) の「小砂」に開窯を指

示しています。偕楽焼の御用窯です。「七面製陶所」

は天保９年 (1838)、偕楽園の崖下七面台に設け

られたもので、土瓶、湯のみ、皿など日常使用さ

れる器が数多く発掘出土しています。幕末ほど全

国の諸藩が競って窯を起こした時期はありません

が、多くの藩が「藩財政の建て直し」を念頭にお

いているのに対して、斉昭公は藩民の必需品とし

ての陶磁器を藩内から取れる粘土を使って藩内で

焼き、それを藩民に供したものと言われます。し

かし、本音では耐火煉瓦を焼くねらいがあったよ

うです。幕末の水戸藩は「大砲」鋳造のため、反

射炉を作っていますが、小砂焼の粘土を主に製造

するための製陶奨励だったのです。

　明治末期、箱田焼、宍戸焼は美濃の人、田中友

三郎の唱えた「笠間焼」に吸収されます。当時

笠間には 19 軒の製陶所があり、田中製陶所は最

偕楽園梅林のなかに建つ「二名匠碑」の拓本。名工、

萩谷勝平と海野美盛の２人を顕彰する
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多の生産を誇ったとされます。真壁陶器伝習所、

郡立笠間陶器伝習所が開設されるのは明治 35 年

（1902）のことでした。

水戸金工の匠

　江戸時代から明治時代まで、水戸で工芸といえ

ば、彫金でした。水戸金工は徳川光圀公が殖産策

の一つとして奨励したと言われ、江戸時代後期か

ら幕末にかけ、刀剣の外装金具の彫金などで隆盛

をみました。

　明治期には刀製品から精緻な意匠の工芸品「水

戸もの」として全国に特色を放つことになります。

この時代の代表的金工として萩谷勝平（はぎやか

つひら）、海野勝珉（うんのしょうみん）、海野美

盛（うんのよしもり）の３人の名をあげられます。

　萩谷勝平（1804 ～ 1886）水戸市生まれ。幕末

期の水戸金工。三大流派である玉川、一柳、赤城

軒とは異なる彫物師で、独自の堅実な高彫で知ら

れ、水戸派の技術を幕末から明治へと伝えて多く

の弟子を育てたが、なかでも海野勝珉は傑出した

存在であった。

　海野勝珉（1844 ～ 1915）水戸下市生まれ。９

歳で伯父の海野美盛（初代）、萩谷勝平の２匠に

彫金を学び、傍ら絵画を安達梅渓に、書を武正次

郎に学んだ。明治４年（1871）、上京するも明治

維新直後のことで、刀装小道具の注文がほとんど

なく、貧しい生活に苦しみ、装飾品などの制作に

新しい彫金の分野を開拓するため、日夜・研さん

に努めた。1887 年、第１回の内国勧業博覧会で

の受賞をきっかけに次々に作品を発表して、1890

年に東京美術学校雇員、1894 年に教授に昇任、

次いで帝室技芸員に任命された。代表作には「還

城楽図額」「太平楽置物」「花篭」などがある。

　海野美盛（1864 ～ 1919）海野盛寿の子として

江戸池の端に生まれた。明治８年（1875）から父

に就いて彫金を学び、のち伯父海野勝珉に師事し

た。傍ら、各派の絵画を青井道－・河鍋暁斎・今

尾景年に学び、さらに小倉惣次郎について西洋美

術を、渡仏して近代彫刻を研究した。西洋の彫刻

を緻細な感覚によって彫金に生かした独得な作風

は、注目を集めた。請われて２代美盛を襲名し、

1898 年には東京美術学校教授となった。代表作

に「流鏑馬」「鳳凰」「平等院模型」などがある。

茨城工芸展と波山先生

　黎明期の茨城工芸界にとって「金工」は大黒柱

的存在でありました。昭和２年（1927）茨城工芸

会結成。第１回茨城工芸展に参加した作家は 38

名。うち金工 36 名、陶芸１名、染色１名で、こ

の構成をみると、水戸金工家が圧倒的に多かった

のが分かります。実際中央での活躍は水戸金工の

流れを汲む作家が占めていたのです。

　この第１回茨城工芸展を呼びかけたのが、板谷

波山先生です。茨城の陶芸を語るとき、笠間とと

もに波山の名を挙げなければなりません。下館か

ら上京した波山は東京美術学校（現・東京藝術大

学）彫刻科に入学、岡倉天心、高村光雲らの指導

を受けて陶芸家の道に進み、波山様式と呼ばれる

作風を確立していきます。その活躍は多くの文献

に詳述されているので、ここでは省略しますが、

郷土を愛した作家だったことは強調しておきま

す。東京・田端のアトリエは、はるか筑波山を遠

望できる立地から選ばれ、外出時にはいつも結城

紬の着物姿だったそうです。

　先生は昭和５年（1930）、本県に茨城工芸会を

発足させ、広く後進の指導に力を注ぎ、茨城の文

化の発展と育成に尽力されました。

　当初「茨城工芸展覧会」は公募展として開催し

ていました。日展第４部「美術工芸」の名称が「工

芸美術」に変わるなか、県展もやはり「美術工芸」

から「工芸美術」になりました。県展に工芸部門

海野勝珉による竜と獅子の浮き彫り
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ができるまで茨城工芸会は公募展を続けました。

　そして先生亡き後の昭和 41 年（1966）８月工

芸会および展覧会の在り方を考え、茨城工芸美術

展が開催され、新しくスタートした経緯がありま

す。最近茨城工芸会会員の中には「茨城工芸会展」

に名称を変更してはどうかという意見があるよう

です。しかし、継続は大事なことであり、歴史と

意味のある名前を簡単に切り捨てるべきではない

と考えます。創立当初の波山先生の考えを踏襲し

ていきたいと思います。

波山の山を登る

　1963 年に私が京都から横浜市永田町に在住す

る井上良斉の窯に入って間もなく、波山先生が約

３カ月の入院から退院して自宅に戻ったことを知

りました。良斉の使いで田端の波山先生の家に初

めて伺いましたが、先生とお会いすることはでき

ませんでした。そして 10 月 10 日にご逝去の報に

接することになりました。

　この年の第６回日展で青磁瓢花瓶（遺作出品）

と対面いたしました。後になって、出光美術館で

多数展示されていた波山芸術を観た時の心の動揺

は、いまでも鮮明に思い出します。作品は葆光彩

磁端花鳳凰文様花瓶、青磁鳳凰耳花瓶、彩磁呉須

絵花瓶、葆光彩磁牡丹唐草香炉、彩磁桔梗文水

差、彩磁桜草文水差、青磁花瓶（口元は華弁彫）。

青磁の色は東京博物館にある宋時代青磁茶碗名物

『馬蝗絆』を観た時と同じくらいに感激と感銘を

受けました。陶芸を志してやはり一度は挑戦をし

てみたくなるのは青磁でしょう。

　波山の魅力はどこにあるのでしょうか。感動を

覚えるのはなぜでしょうか。彩磁の色、ソフトな

美しさでしょうか。型、姿の美しさでしょうか。

波山が描いたスケッチの膨大な量、海外から集め

た本、情報も丸ごと写し取って資料にしています。

今でしたら本も簡単に手に入ります。当然コピー

も便利この上ない今日では考えられない当時の仕

事だけに、頭が三度下がります。釉薬、磁土の研

究と資料もやはり膨大です。これだけでも陶芸を

志す者から見れば、また、頭が下がります。作品

プラス人格、品位、品格がいかに作品の中に自然

に融和されているかということなのです。先ず学

ばなくてはと思ってもこれは大変な山だと思いま

す。波山の山は、私共に登頂できるのでしょうか。

　波山がどんな創作心と精神の持ち主であったか

も研究課題であります。80 歳を過ぎた何人かの

先輩に尋ねたことがありましたが、鋳金、彫金、漆、

ガラス、陶芸の作家から見て共通することは、並

外れた研究と追求心、統計資料による成果でしょ

う。日本、中国、インドはむろん、特にヨーロッ

パの美術情報には早くから関心を示し、意匠のヒ

ントにさえ消化させています。趣味についても、

能、歌舞伎、謡、長唄、新内から料理まで幅広く、

その上に面長な顔立ちは良く整っており、江戸っ

子気質もあったそうです。誉めることも上手で、

ほとんどけなすことはなかったそうです。また、

こんな一面も聞いています。健康管理に注意し、

首や手足の運動を自ら考案し、特に相撲の四股を

踏んでいたとか、日展の審査の時も合間をみて四

股を踏んでいたことは有名な話の一つです。

　さて波山の意匠が完成する大正期、また大正後

期から中国宋時代の写しに取り組み、昭和に入っ

て茶人、茶碗、香炉、水差と小さい作品になりま

す。水差は「まくり」（釉薬が掛かっていない部分）

を表現、陰と陽刻による浮き彫りの端正さはもう

言葉になりません。

　先年ドイツで、メリアンの図鑑に接しました。

友人の母親が所有していた肉筆と銅版画の本で

す。ぶどう唐草のマイセン、メリアンの図鑑とマ

イセンをコレクションしていて、マイセンの意匠

にも多大な影響を与えており、波山の仕事の－端

をひも解くルーツでもあると、心の中で喜びを感

じました。

彩磁百合文花瓶を観て

　1994 年４月に茨城県近代美術館で「没後 30 年

記念板谷波山展」が開催され、私は会期中に 10

回足を運びました。1995 年には東京国立近代美

術館工芸館「珠玉の陶芸板谷波山展」と福島県立

美術館での巡回を波山展の追っ駆けをやってしま
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いました。またこの年、出光美術館で特別に波山

の作品に手を触れたり、抱えたりさせて頂いた時、

波山先生の頭を触れたような気持になったのは私

ばかりではなかったでしょう。出光美術館との交

渉にあたった常陽藝文センターの森田清明さん

と、見せて頂く作品の打ち合わせをした時は感銘

さえ覚えました。出光美術館学芸員・荒川正明さ

んが作品を運んできて、箱から一点ずつ取り出し

た時も荒川さんに感謝をいたしました。

　1996 年 10 月に土浦市民会館で「土浦商工会議

所創立 50 周年記念特別企画板谷波山展」が開催

されましたが、数点の中で初めて対面した「彩磁

百合文花瓶」になぜか強く心を引かれました。制

作年度は 1916 ～ 17 年でしょう、ドイツのワイ

ングラスにスタイルは似ており、腰に巻き付くよ

うな葉と咲き開いた百合の花に、娘でいえば 19

～ 20 歳の姿を感じました。

　きっと波山先生は長女の百合子さんの成人祝の

気持ちをこの作品に託したのでしょう、造形の

隅々までゆき届いた愛情によって百合の花がとて

も美しく映えた、秀珠の優作に接することができ

ました。

復興をめざす笠間の姿

　現在の茨城工芸会は陶芸の会員数が上回ること

になりました。

　茨城県内にある窯元数は現在、約 450 軒と推定

されています。中心の笠間には多数の作家が窯を

築いています。茨城県工業技術センター窯業指導

所の存在は本県独特であり、県立陶芸美術館のそ

の存在は特に大きいものがあります。

　最近では練込の松井康成をはじめ、全国に広く

名を知られた作家による作品も生み出されていま

す。しかし、昨年３月 11 日の東日本大震災で登

窯が全壊し、作品までも壊滅状態となり、制作意

欲を失う人も少なくありませんでした。そんなな

か、本年の大型連休中に開催された「陶炎祭（ひ

まつり）」には、222 軒からの出展があり、大い

ににぎわいました。復興を目指す笠間の姿がほの

見えてきました。この会場に相馬焼の窯元が出店

されたのは、歴史的にみても大変意義深い限りで

あります。

［井上　壽博（いのうえ・じゅはく）］

　1941 年生まれ。陶芸家（水府葵窯）。エバシ造形大学（独）

客員講師、現代工芸美術家協会評議員、茨城県美術展覧会副

会長、公益（財）日独協会諮問委員、茨城県日独文化協会会長、

茨城工芸会会長。1964 年第７回日展初入選、1987 年～ 91 年

ハイネハウス個展（ハンブルグ）、1968 年第 11 回日展特選北

斗賞、1990 年グラシー美術博物館（ライフプツィヒ）即位礼

献上作品香炉制作。

彩磁百合花瓶
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  郷土・文化

反骨の芸人 ― 都々逸（一）坊扇歌

霞ヶ浦高等学校理事　浅 田  　 順

はじめに

　私の在所近くにある石岡・国分寺の境内は幼い

頃の遊び場で、特に六角堂は恰好な場所であった。

悪戯連中はその周辺を走り、飛び回っていたもの

である。時に悪戯が過ぎ、よく住職に叱られたこ

とを思い出す。別名「扇歌堂」とも呼ばれていたが、

当時、どういう由緒のものかも知る由もなく「国

分寺の六角さん」と呼び親しんでいた。後に都々

逸坊扇歌がこの国分寺に埋葬されていることを知

る所となり、その扇歌に関して興味を持つに至っ

たのである。

　先ず、常陸国分寺について触れておきたい。国

分寺は聖武天皇の勅願によって天平 12 年（741）

以来、国ごとに設置された寺院で、金光明四天護

国之寺（国分寺）、法華滅罪之寺（国分寺尼寺）

の２寺が建立された。これも中央集権的な律令体

制を全国各地に確立するための一つの政策と考え

られている。そうしたことから常陸国分寺の成立

は８世紀中頃と考えられる。

　境内には当時の金堂跡、講堂跡の礎石が残され

ている。この国分寺は扇歌の姉桃経の嫁ぎ先で

ある酒井家の菩提寺であった。そこで昭和６年

（1931）、石岡市内の有志が全国の都々逸愛好者か

ら浄財を集めて、都々逸坊扇歌に因む六角堂（扇

歌堂）＝図 -1 ＝の建立を計画、昭和８年（1933）

４月８日に完成し、盛大に入佛式が営まれてい

る。堂内には、笠間在住の横山一雅氏により刻ま

れた都々逸坊扇歌の木像が安置されている。また、

130 年忌の昭和 26 年（1951）10 月には、「たん

と売れて売れない日でも同じ機嫌の風車」の記念

図 -1　石岡・国分寺の六角堂（扇歌堂）

図 -2　扇歌堂脇の記念碑
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碑が堂の脇に石岡市都々逸保存会によって建立さ

れている＝図 -2。

　このように都々逸坊扇歌の石岡との深く関わり

を考えると、思いがより募るのである。この機会

を通し、扇歌の生い立ち、流浪修行、栄光と失意

の足跡を辿ってみることにした。

◎生い立ち―姉桃経の愛情

　世は元禄時代（1688 ～ 1703）、隆盛を極めて

いた上方文化が江戸に移り、新しい江戸文化の開

花期を迎えようとしていた。文化元年子歳（1804）、

都々逸坊は常陸国佐竹村磯部（現・常陸太田市磯

部）に、医師岡玄策の２女２男の末子として生ま

れた。玄策は水戸藩医―原南陽（1753 ～ 1820）

の弟子となり、医者修業をした。母は水戸藩士桜

井与六郎の娘である。長男は良介、長女桃経、次

女絹、次男は子歳に生まれたので幼名を子之松と

いい、後に福次郎と改めている。

　玄策は剛直な水戸気質の持ち主で剽軽な性格で

もあり、また反面奇行の人であったと言われてい

る。ある時、南陽から医学書の購入を命ぜられ金

子 40 両という大金を与えられ江戸に向かったが、

芝居や遊興で使い果たしてしまった。挙句の果て、

玄策は依頼の蘭書（医学書）を捜し出し、精読し

暗記し水戸に戻った。師に「例の書物は」と訊か

れ返答に困ったが、玄策は数日後のうちに原書通

り書き上げ提出し周囲の者を驚かせたとか。その

後も玄策は数々の奇行行為を繰り返し、師南陽の

逆鱗に触れて破門され、磯部村に戻り医業を開業

している。

　玄策は医師としての腕は良かったが性格は尊大

で、助からない患者と分かると薬も与えず念仏を

唱えて帰してしまうなど村民からは不評を買って

いた。こうした父玄策の気位と傲慢さは子之松も

受け継いだようである。子之松は４歳の時母親を

亡くし、６、７歳の時、兄良介と共に疱瘡（ほう

そう）にかかった。父玄策は古来の和漢の書に「疱

瘡は患者に青い魚は大毒」とある説を実証するた

め自分の子供に鰹（一説には鰯）を食べさせた所、

兄は失明、子之松は重度の視力障害に陥ってし

まった。父玄策は驚き八方治療を尽くしたが結果

回復せず、兄良介と共に子之松は生涯不自由な生

活を強いられていくことになる。これも父玄策の

偏執的な傲慢さがなせることで、子之松のその後

の生き方に大きな陰を落としていくことになる。

　幼くして母親を亡くした子之松は姉桃経を慕

い、特に遊芸の稽古の時にはいつもその傍らに居

て、三味線に合わせて長唄、新内、小唄等を聞い

ていた。自然にその影響を受け、三味線に魅了さ

れて、芸道の道を志す切っ掛けになったのであろ

う。父玄策は２人息子を医師にすることにしてい

たが、兄は針灸医になるが間もなく亡くなってし

まう。子之松は自らの境遇を思うにつけ、魚と医

師は大嫌いといい、父の傍若無心さに反抗し、姉

桃経の勧めもあり三味線芸人の道に進むことを決

心するのである。

◎放浪修業の時代

　子之松が、12、3 歳の時、多賀郡相田村（現・

北茨城市磯原町相田）の呉服屋、近藤忠平商店へ

丁稚奉公に出されている。父玄策の思い悩んだ処

置だとしても、これは親子の信頼関係を損なうも

のとなり、子之松にとっては耐えられるものでは

なかった。結局、商売を嫌い半年たらずで郷里の

磯部に戻ってしまう。父が「芸事をしないで医者

になるよう心掛けろ」と言うと、子之松は「親が

藪ならわたしも藪よ。藪に鶯鳴くわいな」と痛烈

に批判している。

　その上、間もなく地元の造り酒屋、柳屋治三郎

方へ養子に出され、名を福次郎と改めている。当

初は養子家の父母にかわいがられ、好きな音曲の

稽古も許されていたが養父母に実子が出来ると途

端に邪魔者扱いされ、養子家を飛び出して家に戻

るのである。一方、姉の桃経は大中村（現・常陸

太田市中村）の神官に嫁いだが、夫婦仲が悪くな

り嫁ぎ先を出て、後、府中香丸町（現・石岡市香

丸町）の旅籠、真壁屋酒井長五郎の元へ嫁いでい

る。福次郎はこうした姉の境遇を偲び

　○磯部たんぼのばらばら松は風も吹かぬに気が

　　もめる
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と詠んでいる。この歌は都々逸坊扇歌生誕 150 年

記念碑に刻まれ、昭和 32 年（1957）５月５日、

常陸太田市磯部の田園の中に磯部町有志によって

建立されている＝図 -3。

　福次郎にとって姉のいない家は空虚なもので孤

独感に苛まれ、益々父子の関係は冷えて、居たた

まれず家を出るのである。全く経済支援のない貧

しい中で福島県湯本や、平、小名浜あたりを三味

線片手に唄い歩き続け、放浪の修業を続けている。

その時の様子を

　○白鷺が小首かたげて二の足ふんで、やつれ姿

　　の小鏡

　と詠み街道筋の宿場町や港町で門付けし、芸を

究める旅を続けている。

　文政４年（1821）に父玄策が 52 歳で亡くなり、

家業は南陽の門弟である叔父玄市が跡を継いでい

る。こうした事情も知らず、福次郎は文政６年

（1823）19 歳の時、再度磯部の実家に戻っている。

しかし、福次郎にとってそこは安住の家ではなく

再び放浪の修業に出ている。

　手にした三味線は、味噌のこしざるの底を抜き、

西の内和紙を張った胴に、卵の白身を塗り、棹は

はたさしの柄、弦は絹糸をつけた手作りで、今日

では到底考えられない粗末なものであった。福次

郎の芸に賭ける執念の凄まじさが感じられる。そ

して、芸を磨くなら江戸へと姉桃経の勧めもあり、

江戸修業を決心するのである。福次郎、20 歳の時、

文政７年（1824）８月 21 日、江戸随一と言われ

た落語家、船遊亭扇橋に弟子入りをする。

　その際「水戸訛りを改めるがよい」など諌めら

れ、日夜厳しい稽古に励み、遂にその才能が認め

られ、師匠扇橋の一字をもらい都々逸坊扇歌の名

を名乗ることとなるのは 22 歳の時である。当時、

持ち前の当意即妙な芸才は江戸庶民の心を捉え、

風習にも適い人気が高まっていった。これもひと

えに扇歌の逆境に耐え、厳しい苦節を経て辿り着

いた結果、ここに実を結んだものと言えよう。そ

の当時の扇歌は次のように詠んでいる。

　○私しや奥山ひと本桜、八重に咲く気は更にない

◎栄光と失意

　江戸庶民の人気を得た扇歌は、芸達者で機転の

よさから「潮来節」、「よしこの節」の七・七・七・

五調べの四句を重ね改良し、「都々逸節」（都々一

節）を編み出し、謎解き狂歌の芸域を広め高座を

務めるようになった。高座は牛込神楽坂上の藁店

（わらだな）であった。

　この当時の扇歌のことを「噺家と唱候もののう

ち、都々一坊扇歌と申者見物になぞかけさせ、解

き方、三味線に合わせ滑稽を尽し殊の外流行いた

し、当時、両国橋、際人寄席、湯島天神境内外壱ヶ

所、日々三ヶ所へ羅出、右往返人足二、三人雇い

置き乗りまわし一日の座料七、八両にも相成候由」

（市中風聞書写）と紹介されている。まさに爆発

的人気を博するようになり高座から「どうだ、う

まいだろう」と客に向かって自慢する傲慢さも

あったとか。

　現在、石岡市民が正調として唄っている都々一

節はむしろ質実剛健とさえ言える。扇歌の都々逸

は、内容も風刺と批判精神を生かしたものが多

かったようである＝図 -4、図 -5。

　まさに栄光に満ちた扇歌は「八丁堀荒し」の異

名をとる程の人気を得ていた。大名や木場の豪商

に招かれることもたびたびあったとか。上野宮金

竜公に呼ばれた時には「都々逸坊大僧正」と名乗

るがよいとまで言われ、その芸が認められ、「都々

逸坊大僧正なぞとき坊主扇歌」といった看板を掲

げる程扇歌はまさに絶頂期を迎えていた。

　ある時、加賀藩公に招かれた折、「上はかね下

図 -3　都都逸坊扇歌生誕 150 年記念碑（常陸太田市）
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は杭なし吾妻橋」と唄った。杭なしと食えなし

のイとエの発音の取り違えは茨城弁らしいおか

しさか。吾妻橋に掛けてお金は幕府金権の世の

中で、下々の庶民は食うことにも飢えているこ

とを風刺して詠んだことが加賀藩公の逆鱗に触

れ不興を買う結果となった。だが絶頂期にあっ

ても扇歌は権力や威圧的なものに常に対抗的反

感を持ち、そうした反骨精神は逆境の修業の中

で培われ、清貧を潔しとし、一途に純粋に芸道

を求めた一人であった。

　傍若無人の痛烈な世相風刺や都々逸大僧正を掲

げた看板などが、やがて権力者、幕府の中で疎ま

れ、扇歌は江戸所払いとなる。嘉永３年（1850）

扇歌 46 歳の頃か。いずれにしても栄光の絶頂か

ら失意の芸人となっていくのである。しかし、都々

逸節は既に扇歌一人のものではなく、全国に普及

し唄われていたのである。かくして江戸所払いと

なった扇歌は唯一の肉親である石岡在住の姉、桃

経を頼って江戸を下ることになる。

　余談になるがこうした芸人扇歌にとっての女性

関係は如何であったろうか。元来、女性嫌いの性

格から妻帯しなかったという説があるが、実は琴

という妻が居たともされる。扇歌が江戸処払いと

なった後の弘化２年（1845）、琴は父の病気見舞

いに大阪に赴くが、間もなく父は亡くなり、その

後を追うように琴も亡くなっている。弘化４年

（1847）の三回忌に江戸北寺町の真言宗宝生院に

琴の墓が建てられていることから察するに、妻の

法要を営む程度のことは江戸処払いとなっても容

認されていたのではないかと考えられる。嘉永５

年（1852）10 月 29 日、48 歳の扇歌は失意のう

ちに病床に伏し、姉桃経にみとられながら石岡の

地で生涯を終えている。扇歌は次のような辞世の

句を残している。

　　　　　　　　　　図 -4　石岡調の採譜　　　　　　　　　　　　図 -5　戯れ絵に描かれた扇歌

図 -6　姉と共に眠る扇歌の墓所
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　結局、扇歌は遠隔の地で妻を失い、姉桃経を母

親像とし、妻の像と重ね合わせたその相愛の情は

涙誘うものがある。

　当初、扇歌の遺体は石岡の真壁屋酒井家菩提寺

真言宗千手院の墓地に葬られたが、この寺はやが

て廃寺となり、現在の国分寺の敷地に移された。

その墓も長年顧みられず訪れる人もなく、無縁の

状態であった。それを惜しみ「墓木朽つべし、名

は滅せしむべからず」と扇歌供養建立運動を起こ

したのが、町の薬学博士山口誠太郎氏であった。

氏の尽力によってやっと現在の形になり、後世に

伝えられておることは、扇歌の生涯を顧みる上で

も極めて貴重な遺産といえよう。

　その墓石には、正面右に観雪妙英大姉、左に都々

一坊賢叟清信士とあり、側面に観、安政四巳年正

月廿四日、賢、嘉永五子年十月九日と享年が刻ま

れている。それぞれ 1857 年、1852 年が没年。観

雪妙英大姉は姉桃経の戒名で扇歌と墓を共にして

いることは、これまでの扇歌の生涯から考えても

頷けることである＝図 -6。

◎おわりに

　都々逸坊扇歌の生涯を辿ってみて思うことは、

都々逸節を通し、来るべく時代の予言を三味線で

訴えていることに驚かざるを得ない。

○菊は栄えて葵は枯れる　西にくつわの音がする

　この唄も維新の実現以前に都々逸坊の口から唄

われ、幕府崩壊の予兆を庶民に語りかけている。

いうまでもなく菊は皇室である。葵は徳川幕府で

ある。幕府の葵も亡びて、永く閉鎖された封建の

世も終わり、一方、西の京都の空には日本の夜明

けの光明が差し込んでくるのである。新しい時代

の到来に当時の庶民は、どんなにか明るい力を感

じさせられたか計り知れまい。

　こう思うと、都々逸坊の精神である都々逸節は

かの維新を成し遂げた志士達、まして、人心へ投

げかけた影響は大きいものであったと言えよう。

そう考えると都々逸坊は日本の風流志士であり、

また都々逸節は国論の先駆けといっても過言では

あるまい。都々逸坊の存在は私達の誇りでもあり

学ぶべきことは多いのである。

　扇歌の 48 年の生涯、晩年は余りにも不遇な失

意で終えたけれども、その魂は美しい芸術の世界

に生き、名を求めず、利を求めず、天性の芸力の

気概を持って世間を真っ直ぐに進んだ愛国的芸人

ではなかったか。また、人生の苦楽を世間の中に

求め、そして俗芸人ではなかったか。そして俗芸

人として俗世間を見、味わい、俗世間を育てた。

都々逸節は広く全国に伝わり、平成の今日でも全

国都々逸節大会などで唄われ親しまれている。こ

のように日本の民衆音曲に見えざる国宝を残した

ことを考えると扇歌の偉大さに懐かしい感動を覚

えずにはいられないのである。まさに、反骨の芸

人、都々逸坊扇歌と言える。
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  終戦の日に思う

東郷平八郎の揮毫「責善」の謎
土浦南ロータリークラブ　内 藤  　 彰

　2006 年の夏頃だったろうか、ロータリークラブの仲

間の若山光司会員が立ち寄ってくれて、「今度、『出張

なんでも鑑定団 in 土浦』が開催されることになった。

ついては内藤さんのところに何かないか」と言う。いっ

たんは「家にはお宝なんて何もないよ」と断ったが、

食い下がられ、「そういえば、海軍教授だった祖父が東

郷元帥に書いてもらった書を掛け軸にしたものがある

よ」と云うと、「それだ」となってカメラマンをよこし

て写真を撮っていった。この際、初めて揮毫の「責善」

の意味を調べた。辞書によると「善行を責める（奨める）

は朋友の道なり」（『孟子』）とあった。

　その後国際ロータリー第 2820 地区のガバナーを拝

命して「責善」はロータリーの「奉仕」に通じるので

はないかと思うようになった。奇しくも日本海海戦は

1905 年、ロータリーが誕生した年でもあった。以来、

東郷元帥が「責善」と揮毫した心境が私にとって謎と

なった。先日、江戸切子をやっている家内達のグルー

プ展があって船堀に行った時、ふと立ち寄った書店で

講談社学術文庫の「東郷平八郎」が目に止まって購入

した。

　東郷元帥は寡黙の人だったという。「殉死」で描かれ

た乃木大将にくらべると、エピソードは全くと言って

よい程ないらしい。この本で語られたエピソードは唯

一つ、連合艦隊司令長官として全軍の信頼を得た出来

事についてである。

　明治時代の仮想敵は大国ロシアであった。ロシアは

日清戦争後の三国干渉によって遼東半島を手に入れ、

旅順港に極東艦隊を配備していた。日本は日清戦争後

の 10 年間で、国の総力を挙げて戦艦６隻、巡洋艦６

隻を中心とする近代海軍を作り上げ、ロシアの極東艦

隊と互角の態勢になっていた。遂に日露戦争が開戦し

ロシアはバルチック艦隊を日本海に向けて出航させた。

日本はバルチック艦隊が到着する前に極東艦隊を殲滅

させるか、旅順港内に封鎖する作戦をとった。

　その戦闘中に日本艦隊は、敵弾を受け機雷に触れて、

虎の子の戦艦３隻を一度に失った。総司令官大山巌は

じめ皆が顔色を失ったという。その時、東郷司令長官

だけは、いつもと変わらず、コツコツと靴音をたてて

甲板を散歩していた。その姿をみた将兵達は、この戦

力で戦って勝つのだという強い信念を感じとったので

はなかろうか。全軍の心からの信頼を得た瞬間であっ

たという。

　この本には幕僚のエピソードも描かれている。そ

の一人、秋山直之参謀は上村艦隊が蔚山沖で浦塩艦

隊３隻と戦い、１隻を撃沈し、溺れんとする露兵を

救助したことが美談とされた時、「日露戦争の中で最

も失敗」と評し、「戦争の功を全くするためには、追

跡を敢行して全浦塩艦隊を撃滅したらんに、これを

せず救助に従うごときは不可である」と厳しかった。

が、死の直前の回想録に、日本海海戦の「あの地獄

の光景は、私に武人としての人生の悲惨を感ぜしめ、

私をして弓矢を捨てようという言葉を繰り返させた」

と述べている。

　東郷平八郎は光栄の艦橋を去った後、謹巌寡黙な生

活に沈潜している。頼まれると黙々と「在此一戦」と

揮毫していたという。ロシアの攻撃から国を守る、そ

のことだけを成し遂げる宿命を背負って、そのことだ

けを成し遂げた一生であったということであろうか。

　「ただ軍人として一意専心その道を踏んできた」とい

うのである。しかし、将として部下と心は一つになっ

ていたことであろう。秋山参謀の大勝利の戦いの中に

あっての悲痛な叫びも、心の中にあったと想像する。

　祖父がクリスチャンであったことを知ってか知らず

か、「責善」の揮毫は、その心が外に顕わされた、たっ

た一度の瞬間であったとしたら、奇跡の瞬間であった

と夢想するのである。

2012 年８月 15 日

（ＣＲＯＳＳ　Ｔ＆Ｔ編集委員長）
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  つくばからの発信

つくば市をおそった竜巻

－緊急被害調査とレーダーでみた親雲－

防災科学技術研究所 水・土砂防災研究ユニット 主任研究員　鈴 木  真 一

2012 年５月６日午後

　ことしの大型連休の最終日である５月６日の午

後、私はつくば市豊里にある友人宅の庭での焼き

肉の会に出かけていました。天気予報は午前中か

ら、「今日は大気が不安定で雷や突風に注意して

ください」と伝えていました。家を出る前にレー

ダー画像を確認すると、東海から関東にかけて雨

域が移動しており、それがちょうどつくば周辺に

もやってきそうでした。これは急な雨が降るだろ

う、もしかしたらどこかで突風もあるかもしれな

い、などとぼんやり考えていました。そうこうし

ているうちに、雨は私たちの居たところのやや北

側を通過したようで、友人宅には雨は降りません

でしたが、気が付くと停電になっていました。そ

の時はまだ、どこかで雷が落ちたのかな、くらい

に思っていました。

　やがて、誰かが「竜巻があったらしいよ」とい

う話をしているのが耳に入りました。竜巻があっ

たらしい地域の近くに住んでいる人が自分の家を

見に行くというので、同行させてもらいました。

すると、北部工業団地で大きな木や交差点の信号

が倒れている場所に遭遇しました（写真１）。

現地に入る

　さっそく被害の調査を開始しましたが、とても

一人では手に負えません。つくばにいて連絡のつ

いた岩波さん、前坂さん、清水さん（いずれも防

災科研）と一緒に、被害調査を始めました。

　このような突風の被害の場合、私の調査の目的

は突風の原因の特定・裏付けになります。それに

は被害の分布をつかむことが重要です。どうやら

被害域は東西に延びた形をしているようなので、

西側へどれくらい伸びているのか、東側へどれく

らい延びているのか、二手に分かれて調査を行い

ました。私は東へ向かいました。すでに

ヘリコプターが数多く飛んでいます。筑

波山方面にも爆音が響いていました。

　北部工業団地から、山木、泉、小泉、

北条と被害をたどることになりました。

太い木が折れて吹き飛ばされていたり、

墓石が倒れていたり、物置小屋が崩れて

いたり、というような被害が点々と続い

ていました。

　調査では物が飛ばされたり倒れたりし

ている方向を調べることも重要です。今

回の被害では、一番多いのは線状に延び

ている被害域の方向と同じ、東北東方面写真１　北部工業団地で倒れていた信号と樹木
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でした。それ以外の方向を向いている

ものもありました。このような特徴は

竜巻の被害に典型的です。竜巻は空気

の渦ですので、あらゆる方向の風の成

分をもっています。反時計回りの竜巻

であれば、南側は西風の成分、北側は

東風の成分を持ちます。

　竜巻の移動は竜巻をもたらす積乱雲

の移動に伴うのですが、この積乱雲は

周囲の風で流されています。例えば、

竜巻が東に動くようであれば、西風が

吹いています。竜巻の渦にこの西風を

加えると、竜巻の南側は渦の風に周囲

の風が加わり、より強い西風になりま

す（図 1）。北側は渦の東風が周囲の西風の影響で

弱められます。つまり、竜巻の進行方向に、より

強い風が吹くことになります。したがって、線状

に延びる被害域の方向（竜巻の進行方向）に倒れ

たり飛ばされたりした物が多いということは、移

動する渦による被害を裏付けるものです。

　他に、ダウンバーストという突風があります。

これも積乱雲がもたらすもので、上空から冷たい

空気が落下して地面にあたり、横に広がる突風で

す。この場合の被害は、樹木等の倒れる方向が放

射状に広がった形になる傾向があります。

　北条地区の被害は言葉を失うような状態でした

（写真 2）。多くの電柱が倒れ、家屋や蔵などの屋

根や扉が損壊し、建物の破片が散乱していました。

北条地区の北側にある筑波幼稚園近くも電柱など

が倒れていましたが、北条地区から山一つ越えた

神郡地区では、被害を確認出来ませんでしたので、

被害は北条地区の北側までと判断しました。北条

地区調査中に、再び風が強くなって雨が降り始め

ました。つくばセンター付近や研究学園付近では、

この時の積乱雲に伴って雹（ひょう）が降ったそ

うです。

　一方、西の方へ調査に行ったチームは、吉沼地

区付近まで線状に分布している被害を確認するこ

とができました。　　

　このようにして 5 月 6 日のうちに確認できた被

害を図示したのが図 2 です。約 10 km の長さに

わたって直線的に被害が広がっていました。線状

の被害域は竜巻に典型的な分布で、突風が竜巻で

あったことの裏付けとして十分なものでした。こ

の図は Web 上で即日公開しました。（次頁、本稿

はモノクロ印刷のため再作成しています）後日、

気象庁によって行われたより詳細な調査では、被

害はもう少し長い 17 km の長さにわたっていた

とのことです。

レーダーで竜巻は見えない

　現象の発生機構を解明するような気象学の立場

において、竜巻の研究には気象レーダーが中心的

な働きをしています。しかし、矛盾するようです

が、竜巻をレーダーで捉えることは通常できませ

ん。例えば、今回の竜巻は被害の幅は、気象庁の

現地災害調査速報によれば、最大で 500 m 程度

とされていますので、竜巻本体の大きさはこれよ

り小さいと考えられます。ところが、防災科研の

写真２　竜巻被害当日の北条の町の様子

図 1 　渦の風に渦を流す風が重なった場合の

風の分布の概念図
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マルチパラメータ（MP）レーダーでも一般的な

水平解像度は 500 m です。これでは竜巻そのも

のを見ることはできません。また、多くの気象レー

ダーは雨粒より大きい粒子をみていますが、竜巻

の漏斗は雲粒なので、これも見ることができませ

ん。例外的に、竜巻のごく近くで観測を行い、乱

流や竜巻が巻き上げたガレキや土砂がレーダーで

見えているような事例はあります。

　アメリカでは気象レーダーを用いた竜巻の予測

や監視が行われていますが、これは主に竜巻を引

き起こす「親雲」を観測しています。過去の多く

の観測例から、強い竜巻 ( トルネード ) を引き起

こす積乱雲は、雲の内部にメソサイクロンと呼ば

れる渦を持ち、上昇流が長時間持続する「スー

パーセル」と名付けられた構造の雲であることが

わかってきました。アメリカでは、レーダーでこ

のスーパーセルを監視しています。観測によれば、

スーパーセルの中で竜巻が発生した確率は 20％

程度だそうです。

ミニスーパーセルの可能性

　図 3 はさいたま市に設置されている国土交通

省の X バンド MP レーダーで 12 時 32 分に観測

された、竜巻を引き起こしたと考えられる積乱雲

の降雨強度分布と、同レーダーと気象庁東京レー

ダーの 2 台のレーダーの観測データから求めた積

乱雲に相対的な風です。この時刻は、竜巻の発生

する直前の観測だと思われます。

　左下の丸印の位置に、雨の分布がフック状（半

円の円弧状）になった部分があります。レーダで

観測されるこのような形状の降雨域は、「フック

エコー」と呼ばれています。このような分布形は

雨の領域の境界で渦状の循環があるときに見ら

れ、スーパーセルでよく見られる特徴で、この位

置で竜巻が見られることがあります。このフック

エコーは、この後積乱雲が東北東へ移動するのに

伴い、黒線で示された被害域を通過しました。

　風の分布をみると、フックエコーのフックの形

に添って反時計回りに回転するような風が検出さ

れています。この渦は渦度という量でいうと 2 ×

図 2　 5 月 6 日に調査した竜巻被害の分布図
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10-2 1/s 程度あり、メソサイクロンと呼ばれる雲

の中の低気圧性の循環の基準を満たすものになっ

ています。このように、スーパーセルに見られる

特徴が見えていました。

　しかしながら、これがスーパーセルと呼ぶべき

ものかは議論の対象です。日本で見られるこのよ

うな雲は、数時間持続するアメリカの典型的な

スーパーセルよりも寿命が短く、規模も一回り小

さい印象があります。アメリカの気象学会の用

語辞典には ミニスーパーセルという項目があり、

日本で発生したスーパーセルと呼ばれている積

乱雲の多くは、これに相当すると考えています。

MP レーダーの観測の解析から、積乱雲が最も活

発だった時期は 30 分程度と考えられます。この

ようなことから、今回の積乱雲もミニスーパーセ

ルと呼ぶべきものであった可能性が高いと考えて

います。

おわりに

　5 月 6 日に発生した竜巻は、常総市からつくば

市にかけて被害をもたらしたものだけではなく、

筑西市から桜川市にかけて及び栃木県真岡市から

茨城県日立大宮市にかけての、合計 3 つの線に

沿った場所で竜巻が確認されています。

　竜巻はどこでも起こりうること、関東地方では

珍しくないこと、当日は突風が起こりやすい気象

条件であったことを承知していましたが、一方で、

まさかこんな近くでこのような大きな被害が起こ

るとは思わなかった、という気分もあります。今

更に過ぎるかもしれませんが、自然災害は身近に

あるものだということを再認識しました。

［鈴木　真一（すずき・しんいち）］

　神奈川県出身、東京大学大学院理学系研究科修了、理学博士。

2000 年 4 月より防災科学技術研究所勤務。日本気象学会所属。

図 3　さいたま市に設置された国土交通省

X バンド MP レーダーで観測された高さ 1.5 

km での降雨強度（原図は彩色メッシュ表

示 , mm/h）と、同レーダー及び気象庁東

京レーダーによって観測された積乱雲に

相対的な風（矢羽）。黒い太線は図 2 の被

害域のおよその位置を示す。左下の丸に

ついては本文参照。データの解析と作図

は前坂剛氏による。

スーパーセル（supercell）

　回転する継続した上昇気流域（メソサイクロ

ン）を伴った、単一セルで構成される、非常に

激しい嵐（雷雲群）のこと。大きさで定義され

ているわけではないので、そのサイズはさまざ

まである。普通、水平規模は約 10km ～ 100km

のオーダーである。特徴として、大量の雹（ひょ

う）、激しい雨（集中豪雨）、強いダウンバースト、

そして時に竜巻を発生させることが知られてい

る。

メソサイクロン（mesocyclone）

　スーパーセルと呼ばれる発達した積乱雲にお

いて発生する、小規模な低気圧性の循環構造の

こと。大きさは、直径 2 ～ 10km くらいである。

この大きさは気象現象の中ではメソスケールと

呼ばれる部類に入るので、この名が付いた。

※編集メモ
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  つくばからの発信

つくば市街路樹のナミテントウの観察

－成虫斑紋型多型はどのような環境で形成されるのか－

一般財団法人総合科学研究機構　特別研究員　木 村  　 滋

はじめに

　ナミテントウ（Harmonia axyridis Pallas、以

下「ナミ」と略。）の羽の紋様（以下「成虫斑紋型」

という。）は変異に富み、その種々の型はいわゆ

る多型現象と呼ばれている。当該多型は複対立遺

伝子群に支配され、４つの斑紋型遺伝子の遺伝力

はhC（二紋型）＞hSp（四紋型）＞hA（まだら型）

＞h（紅型：劣性遺伝子）であると報告されてい

る（駒井ら、1954）。

　斑紋型の出現頻度（４型分布率）は遺伝的要因

のみによって決定されるのであれば、分布順位は

二紋型、四紋型、まだら型、紅型の順であるが、

現実には、環境要因との共同作用によって４つの

型の順位は変動している（駒井ら、1954）。つく

ば市の場合、過去 10 年間の平均４型分布率は二

紋型 76%、紅型 13%、四紋型９%、まだら型２%

であった（木村、2008、2012b）。

　何故、つくば市の４型分布率は、二紋型に次い

で紅型が２位で、かつ毎年一定値であるのか、斑

紋型多型はどのような環境でつくられるのか興味

をもっていた。

　2009 年春カエデの樹皮に産卵されたナミ卵塊

のふ化状況を観察して、ナミは越冬前に交尾して

いないこと、一匹のメスは異なるオスと何度でも

交尾すること（「多数回交尾」という。）、紅型の

存在によって二紋型ヘテロ遺伝子が顕在化するこ

となどが分かった（木村、2011a）。このことから、

斑紋型多型は越冬する集団内で異型間の多数回交

尾によって生じるのではないかと推察した。

　本報告は、2012 年春再びカエデの幹に産卵さ

れたナミの卵塊を多数集め、各卵塊の子どもの斑

紋型分離比を調べ、両親の遺伝子型を推定、一方

で紅型メスが産卵した卵塊の斑紋型分離比を調べ

て交尾相手を想定し多型がどのような環境で形成

されるのかを考察した。

トウカエデ幹のナミテントウの卵塊を数える

　ナミの越冬場所、生息状況、産卵行動などを知

る目的で、経産省、文科省などの研究機関が立ち

並ぶ学園東大通り（県道Ｒ 55）の街路樹、トウ

カエデの幹に産み付けられたナミ卵塊の数を調査

した。調査方法は、前報によっておこなわれた（木

村、2011a）。調査区間は大角豆北交差点から筑

波大学方面に向かって南大通り東交差点までの約

３km で、カエデは道路の両側（東西）の歩道沿

いに植林された 820 本である。調査時期はナミ

の産卵行動が頻繁にみられた４月 18 日、19 日の

２日間である。卵塊が産卵された樹木（以下「産

卵樹」と略。）は総観察本数の 45％で、卵塊総数

は 1,350 個であった。産卵樹あたりの卵塊数は平

均 3.7 個で、平均卵塊数を基準として多産卵地区

をみると、大角豆北～梅園二丁目区間（Ａ）の東側、

並木二丁目～並木一丁目区間（Ｃ）の東西、並木

一丁目～千現一丁目南区間（Ｄ）の東側で産卵が

頻繁におこなわれていることが分かった（表１）。

これらの区間は産総研、旧物質材料研、旧金属材

料研、JAXA 等の研究機関が立ち並ぶ場所で、ナ

ミは各建物で越冬して春先最短距離にあるカエデ

に飛来して産卵すると考えられ、ナミの産卵行動

は極めて狭い範囲であると思われた。
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カエデの卵塊から生まれた成虫斑紋型を調

べる

　カエデの幹に産卵された卵塊からふ化幼

虫を得て、それらの成虫斑紋型の分離比を

調べれば両親の斑紋遺伝子型（図１参照）

を知ることができる。

　カエデの樹皮の上に産卵したナミ卵塊を

４月 16 日から４月 22 日の７日間に 67 個

を採取して、室内でふ化させた（写真Ａ＆

Ｂ）。そのうち、未ふ化卵や死卵などが多数

あった卵塊を除いて卵塊 37 個分の幼虫を個

別飼育、最終的に 23 個分の成虫を得た。１

卵塊あたりの卵数は 17 ～ 70 個で、平均ふ

化率は 83％、ふ化幼虫が蛹になる平均蛹化

率は 65％であった。

　成虫個体群は斑紋型の出現パターンを類

型化して６グループ（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ

ならびにＦ）に分類、両親の斑紋型遺伝子

群を推定した（表２）。その結果、Ａグルー

プは二紋型のみが出現したことから、両親

のいずれかが二紋型ホモ接合体（hC/hC）で

あると推定した。Ｂグループは二紋型、四

紋型および紅型が同時に出現したことから、

両親は二紋型ヘテロ接合体（hC/h）および

四紋型ヘテロ接合体（hSp/h）であると推察

した。なお、この３つの型の分離値のうち、

紅型の値が二紋型、四紋型の合計値の２倍

になっている試験区もあったことから（Ｂ

－ 2）、紅型オスの再交尾があったのではな

いかと思われた。ＣグループはＢグループ

のうちで紅型が出現していないことから両

親は二紋型ヘテロ接合体（hC/hSp）と紅型が

交尾したものと推察した。Ｄグループは二

紋型と紅型のみが現れたので二紋型ヘテロ

接合体（hC/h）と紅型が交尾したことは明

らかである。ＥおよびＦグループではまだ

ら型が出現した。このことから、Ｅでは紅

型に二紋型ヘテロ接合体（hC/hA）および二

紋型ヘテロ接合体（hC/h）と交尾して産下

された卵塊であると推定した。Ｆでは二紋

写真 A&B　カエデの樹皮に産卵された卵塊とふ化状況

表２　各卵塊からの斑紋型分離比率

表１　街路樹トウカエデの幹のナミテントウ卵塊調べ
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型ヘテロ接合体（hC/h）に二紋型ヘテロ接合体（hC/

hSp）が交尾し、さらに二紋型ヘテロ接合体（hC/

hA）が交尾して産まれた卵塊であると思われた。

　以上の結果から、春先のカエデの幹の卵塊は越

冬集団内またはカエデへの集団飛行後直ちに異な

る４型ヘテロ接合体による多数回交尾によって産

まれ、斑紋型多型が生じたと推察した。また、今

回の卵塊からの４型分布率は総数 415 匹のうち

二紋型 69％、四紋型 15％、まだら型 2％、紅型

14％であり、つくば市のウメの樹で得られた４

型分布率および分布順位と微妙に異なってい

た（木村、2011b）。とくに、四紋型の分布

率が紅型よりも大きかった。これらの原因は

卵殻からのふ化幼虫の成育環境、とくに餌環

境の違いによるものと思われる。

紅型メスの子どもの斑紋型分離比から交尾相

手を想定する

　春先の紅型メスはどんな相手と交尾してい

たのであろうか。紅型の斑紋遺伝子は劣性遺

伝子であるので、野外の紅型メスを捕獲して

連続的に産卵させ、子どもの斑紋型分離比を

順次調べれば交尾相手を容易に知ることがで

きる。

　2012 年４月 17 日および 18 日の２日間に

カエデに飛来する紅型メス 7 匹を捕獲して、

自宅で連続５回まで産卵させ、それらの卵塊

をふ化させ、成虫の斑紋型を調べた。

　その結果を表３に示した。紅 -1 において

は各卵塊から二紋型、四紋型、紅型が同時に

分離した。このことから交尾が想定されるオ

スは二紋型ヘテロ接合体（hC/h）と四紋型ヘ

テロ接合体（hSp/h）と推察した。一方、紅

-2 においては 1 回目と 2 回目の斑紋型分離

値が異なることから、最初に四紋型をもつ二

紋型ヘテロ接合体（hC/hSp）オスと交尾、第

1 回目の産卵直前に紅型をもつ二紋型ヘテロ

接合体（hC/h）が交尾したのではないかと思

われた。

　また、紅 -3 では５回の採卵で第２回目の

卵塊から四紋型は現れなかったことから二紋型ヘ

テロ接合体（hC/h）と四紋型ヘテロ接合体（hSp/h）

の交尾がおこなわれ、貯精嚢の中で両精子が混在

しても第２回目の受精時期には二紋型ヘテロ接合

体（hC/h）の精子のみが卵子と合体すると考えら

れた。

　紅 -4 においてまだら型が現れた。３回の採卵

で二紋型、まだら型、紅型の分布率が紅型に偏っ

ていること、二紋型およびまだら型の出現頻度が

１～３匹であること、第 2 回目の卵塊はまだら型

表３　野外から捕獲した紅型メスのＦ 1 斑紋型分離比
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対紅型の分離比が１対 17 であることなどから、

最初に紅型（h/h）オスと交尾したのち、まだら

型をもつ二紋型ヘテロ接合体（hC/hA）と交尾し

たと思われる。

　紅 -5 では紅型の出現の有無から、最初に四紋

型をヘテロにもつ二紋型ヘテロ接合体（hC/hSp）

が交尾、その後、紅型をヘテロにもつ四紋型ヘテ

ロ接合体（hSp/h）が交尾し、それらの精子が混

ざり合うことなく随時貯精嚢から分泌、卵子と合

体したと思われる。

　紅 -6 においては二紋型のみ出現する場合と紅

型が同時に現れる場合があった。このことから第

1 回目の産卵直前に二紋型ホモ接合体（hC/hC）と

交尾し、２回目以降の産卵には紅型をヘテロにも

つ二紋型ヘテロ接合体（hC/h）が交尾したと推察

した。

　紅 -7 は 1 回目と２回目の斑紋分離値が異なる

ことから、紅 -3 と同様二紋型ヘテロ接合体（hC/

h）と四紋型ヘテロ接合体（hSp/h）の交尾がおこ

なわれたと考えられる。

　以上の結果から、紅型メス 7 匹は集団内で二紋

型、四紋型、紅型などのオスと複数回交尾して、

総数 426 匹を産み、その子どもの４型分布率は

二紋型 45％、四紋型 12％、まだら型 1％、紅型

42％であることが分かった。そして、オスの遺

伝子型は二紋型で hC/hC、hC/hSp、hC/hA、hC/h の

４つの型、四紋型でhSp/h の１つの型、紅型など

であることが想定された。これらの中には四紋

型ホモおよびヘテロ接合体（hSp/hSp、hSp/hA）な

らびにまだら型ホモおよびヘテロ接合体（hA/hA、

hA/h）が含まれていなかった。この理由としてつ

くば市においては分布率の低い組合せによって形

成される当該遺伝子型（例えば、hC/hSp × hSp/h

から hSp/hSp の出現頻度など）が低頻度であるた

めであろう。また、多数回交尾後のメスの貯精嚢

の中には様々な精子群が蓄積され、産下直前に交

尾時とは逆の順位で随時卵子群と合体して、効率

的に多型を拡大することが推定された。

おわりに

　ナミの斑紋型の多型形成の仕組みに興味をも

ち、春先ナミの繁殖現場を何度も尋ねた。そんな

折り、2012 年春再びカエデの幹に多数の卵塊を

発見、周辺街路樹の卵塊数、卵塊から子どもの斑

紋型分離比、紅型メスの交尾相手を調べ、ナミの

多型形成は春先のナミの繁殖現場で起こるという

仮説を立てた。

　ナミの越冬場所は産卵樹当たりの卵塊数から研

究機関の建物と推察、越冬集団は直ちにカエデに

飛来、産卵すると考えられた（表１）。このこと

は、ナミの交尾は越冬集団または飛来集団内でお

こなわれていることを示唆するもので、つくば市

で 2％以下の低分布率であるまだら型でも他型と

交わって当該遺伝子を残す機会が与えられている

と思われる。

　このような集団行動はナミが多型を維持するた

めにどんなメリットをもたらすのだろうか。春

先の限られた時間・空間的環境において異なる

４型間の多数回交尾が可能となるからであろう。

多数回交尾はメスが多くのオスと交わることで、

実験室内でよく見られる現象である（佐々治、

1998）。この現象はナミの採餌・交尾行動のなか

でみられ、摂食中の交尾では十分な精子の受け渡

しができず、メスは何度もオスの要求を許すため

であると考えられる。メスが交尾を拒否する場

合、からだを低くしてオスの性器の挿入を阻止す

るが、餌の誘惑に負けてからだを高くして摂食す

ることがオスを受け入れる結果となると想像され

る。当該交尾によってメスは短期間に多くの異な

るオスの精子を受け入れ、貯精嚢に貯え、産下直

図１　ナミ斑紋型の遺伝子プールと遺伝子発現
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前に卵子と精子が合体するという巧みな精子節約

機能をもって多型維持に貢献しているのであろう

（木村、2007）。

　今回、野外の紅型メスのＦ１世代の分離比実験

から集団内で二紋型、四紋型、紅型などと多数回

交尾して彼らのヘテロ接合体の遺伝子を顕在化し

ていることが分かった（表３＆図１）。このこと

から、紅型が劣性遺伝子である存在意義を初めて

明らかにすることができた。しかし、野外では二

紋型と紅型では分布率に３～４倍ほどの違いがあ

るので、彼らが出会う機会は保障されているのか

疑問であった。

　ウメやカエデの樹での斑紋型出現頻度の調査の

なかで、二紋型や紅型の性比が二紋型でメス＞

オス、紅型でオス＞メスという性比のインバラ

ンスが生じていた。とくに、二紋型と紅型のメス

およびオスの出現パターンから、両者の出会い

は両分布率の違いほどに変わらなかった（木村、

2011b、2012c）。このことから、野外では紅型

オスが二紋型のメスと出会い、二紋型のヘテロ接

合体遺伝子の顕在化を促し、多型が拡大するとい

う模式図が成り立つと云うことになるのであろう

（図１）。

　このような性比のインバランスはどうして起

こるのであろうか。私は、当初、二紋型メスが

共食いすることによって性比のインバランスが

起こるとおもっていたが（木村、2011a&b）、そ

の説では紅型の性比については説明できない。

そのため、今では斑紋型遺伝子と相関する二紋

型や紅型の“個性”（性格）によると考えている。

個性とは抽象的な言葉であるが、ウメやカエデ

の繁殖現場での紅型オスの驚異的な出現頻度を

み る と（ 木 村、2011b、2012b、2012c）、 紅 型

の斑紋型遺伝子とともに進化した性格だろうと

考えざるを得ない。

　今回のナミの多型現象の観測は２年掛かりの計

画である。昨年（2011 年）は街路樹のカエデに

アブラムシの発生量が少なく、断念せざるを得な

かった。今回アブラムシが大発生したが、2010

年春にナミの卵塊を観察した場所や樹木ではナ

ミ成虫や卵塊も見られなかった（木村、2012a）。

ナミの繁殖パターンはアブラムシの発生量に依存

しているようだ。そのアブラムシの発生もカエデ

の萌芽期と越冬卵からの幹母発生のタイミングに

よって変化する。生物現象の観察は予測できない、

暗闇の中手探りで金塊を探すようなものだ。ナミ

の生態系の影の部分に光を当て、進化生態学的に

解釈できないかと考えている。
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  つくばからの発信

アスパラガスの多彩な表情

－雄だったり雌だったりを食べている－

農研機構野菜茶業研究所つくば研究拠点　浦 上  敦 子

食卓のアスパラガス

　アスパラガスと聞いて、どのような野菜を思い

浮かべるでしょうか。私が小・中学校を過ごした

昭和 40 年代の熊本でアスパラガスと言えば、缶

詰のホワイトアスパラガスでした。今の日本では、

ほとんどの子どもたちが生のグリーンアスパラガ

スを思い描くでしょう。

　スーパーで普通見かけるグリーンアスパラガス

は、100g とか 150g とかの束になったものですが、

地方によっては付加価値をつけるため様々な形態

のアスパラガスが販売されています。長崎県の「王

様アスパラ」は、3L サイズ以上、1 本 55g 以上

の規格をそろえたもので、茎は 500 円玉大にもな

り本当に太いです。

　北海道や福島県、長野県、佐賀県からはグリー

ン、紫、ホワイトの 3 色セットも販売されていま

す。紫アスパラガスはもともとイタリアの山岳地

帯にあった 4 倍体の品種から作られた品種のた

め、太くて糖度も高い反面、晩生で収量も低めで

すし、暖地ではきれいな紫が出なかったりします。

ホワイトアスパラは盛り土やフィルムで遮光する

ことにより栽培されます。長野県にあるトンネル

では、恒温・高湿・暗黒条件を利用して、ほぼ周

年生産されています。こちらのホワイトアスパラ

ガスも、地元や軽井沢などの高級ホテルやレスト

ランで、非常に高単価で取引されています。

　加工品も、昔からある缶詰だけでなく、ピクル

ス（お勧めです）やスープ、お酒などいろいろな

ものが販売されています。

　食品成分としては、ビタミン類（グリーンに多

い）やルチン（グリーンに多く、紫はもっと多い、

穂先に多い）、サポニンの一種プロトディオシン

（ホワイトに多い、根元に多い）が含まれています。

このうち毛細血管強化・抗動脈硬化などの生理活

性で知られるルチン（フラボノイドの一種）は多

量に（100g あたり 30 ～ 70mg、ほぼソバと同程度）

含まれています。

　機能性成分とは言えませんが、アスパラガス酸

は、アスパラガスに固有な有機酸の一種で、アス

パラガスを食べた後にトイレでにおう原因の物質

の元（分解酵素を持たずにおわない人もいます）

だとされています。この代謝物質は、いくつかの

植物に寄生する線虫を殺す作用があり、この作用

を利用した有害線虫の防除法も開発されています。

　このようにアスパラガスは、生まれ育った地方

や年代によって、あるいは食べ方・使い方によっ

て、実にさまざまに受け止め方をされている食品

です。このアスパラガスを畑にもっていくと、さ

らに多彩な表情を見せてくれます。アスパラガス

研究を続けていく中で私が出会った、ちょっと面

白い話を紹介していきましょう。

畑のアスパラガス

　家庭菜園でアスパラガスを作ったことのある方

ならよくご存じでしょうが、おう盛な生長で、草

丈は実に 2m 近くにもなります。この茎葉を初め

て目にしたとき、食べるアスパラガスとすぐに結

びつけるのは難しいものがあります。

　アスパラガスの一生は黒く丸い種から始まりま

す。直径 4mm ほどの大きさです。（図 1）種をま
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くと、爪楊枝ほどの、超ミニサイズの若茎が立っ

て、茎の伸びが止まると、茎についている三角の

鱗片葉（お料理の本では「はかま」とも呼ばれて

います）から、針のような擬葉が展開します（図

2）。そして、高さと太さを増した新しい茎が次々

に立って、大きな苗へと育っていきます。このサ

ボテンを思わせる茎（擬葉）の形や太く深い貯蔵

根からも分かるように、アスパラガスは乾燥に強

い植物です。植えて１年もたつと花が咲き、雌株

であれば夏に赤い実がなります。

　アスパラガスの根は深くて、1m 以上伸びま

す（図 3）。根量も多く、6 年生の株で総根長が約

600m に及んだという報告があるくらいです。地

下茎から伸びる茎の脇には新しく出てくる芽の

塊、りん芽群が形成されます。ここから新しい若

茎が伸びてくるわけです。食用になるのは、この

若い茎で若茎「わかくき」、あるいは「じゃっけい」

と呼ばれるものです。

　何年も収穫を続け、細い茎しか出なくなると、

根株を廃棄することになります。アスパラガスの

収穫が終わった後、根株の残さが特に大量に出る

のは、根株を掘り上げて温室内に伏せ込む、伏せ

込み栽培です。畑の脇に野積みされている廃棄根

株をほ場にすき込むことによって、有害な線虫密

度を下げる効果がある、ということが分かってい

ます。

アスパラガスは株に雄雌がある

　アスパラガスは雌雄異株植物で、雌花だけをつ

図１　アスパラガスの発根と発芽

図２　アスパラガスの茎と葉

図３　アスパラガスの貯蔵根と地下茎のりん芽群
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ける雌株と雄花だけをつける雄株とがあります

（図 4）。雌雄異株植物はイチョウやキウイ（フルー

ツ）など樹木に多く見られる属性ですが、草本類

では珍しくアスパラガスやホウレンソウが代表例

になります。日本で栽培されているアスパラガス

は、今のところ北海道以外では雌雄混合の品種が

多いので、つくばのスーパーで購入する若茎は、

雄だったり雌だったりしているはずです。ただ、

雄を食べても雌を食べても、食感や味覚上の違い

は全く分からないと思います。

　外見からして雄雌の区別はつきません。一般に

雄株は茎数が多く均一な太さで、雌株は茎数が少

なめですが太い茎が出ます。そのため、農家 1 戸

当たりの栽培面積が広く、収穫後の若茎の仕分け

が大変な露地栽培では均一性の高い雄株が有利、

若い株を収穫する伏せ込み栽培では早く太い茎の

出る雌株が有利と言われています。このため雌雄

の株を見分けるのに花が咲くまで待つのでは悠長

すぎます。早めに判別する技術が求められ、DNA

判定による雌雄判別法が開発されてきました。

　 い く つ か の や り 方 が 報 告 さ れ て い る 中

に、LAMP（Loop -Med i a t ed  I s o t h e rma l 

Amplification）法によるアスパラガスの雌雄判定

技術があります。2011 年に国際誌に掲載された

論文「LAMP 法と幼苗観察によるアスパラガス雌

雄判別法の開発」の実験を行ったのは、当時茨城

大学農学部４年生、塩原由紀江さんでした。DNA

だけではなく、播種 1 か月以内くらいのごく若

い時期のアスパラガスで雌雄判別ができるかどう

か、種子や幼苗の様々な形質を調査し、統計解析

することによって調べる実験をしました。結論と

しては、雄株は茎や擬葉の数が多い傾向があり、

雌株では茎が太く草丈が高い傾向にありました。

定植時に大きい方から苗を選んで植えつけていく

と、雌の比率が高くなると考えられました。

日本での栽培の歴史

　アスパラガスは、古くは紀元前のローマ帝国で

栽培されていました。これに比べれば、日本での

歴史は浅く、史料に最初に記載されたアスパラガ

スは、江戸後期の天明 4 年（1784）に島津斉彬が

出版した質問本草だとされています。「石 柏（せ

きちょうはく）」とは聞きなれない語ですが、中

国でのアスパラガスの古い呼び名のようです。こ

の石 柏のほかに、「松葉ウド」や「野天門（のて

んもん）」という名が使われたこともありました。

現在の和名はオランダキジカクシ、ちなみに中国・

台湾では芦笋・蘆筍です。

　日本で最初にアスパラガスが栽培されたのは明

治 5 年（1872）のことで、当時の新聞と雑誌を合

図４　アスパラガスの花
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わせたような読み物、「新聞雑誌」にそのことが

掲載されました。栽培したのは千葉・佐倉出身の

農学者、津田仙（1837 ～ 1908）という方で、津

田塾大学を創立した津田梅子のお父さんです。

　記事によれば、津田仙は現在の東京都港区三田

で、アスパラガスを約 50 坪（1.7a）栽培し、3 月

～ 9 月中旬までの 200 日間に合計 500 斤（300kg）

を収穫して、1 斤（600g）当たり 20 ～ 30 銭で売

り上げたそうです。計算してみると総額約 125 円

になりますが、ちなみに明治 6 年（1873）の物

価を調べてみると、白米 10kg が約 40 銭でした。

この時の収量は10アール当たりに換算すると、1.5

ｔ近くなり、非常に多収です。おそらく、秋には

株の貯蔵養分が失われ、次年度はほとんど収穫で

きなかったのではないかと推察されます。

　本格的な栽培が始まったのは大正時代の後半で

した。北海道岩内町に生まれた下田喜久三（1895

～ 1970）によって、日本のアスパラガス栽培が

大きく飛躍します。記録では、下田は北海道の冷

害対策作物として欧米からアスパラの種子を取り

寄せ、試験栽培を続けた結果、大正 11 年（1922）、

新品種を開発して翌年から大規模な栽培を始めた

とあります。ちょうど 90 年前の出来事です。

　それから北海道庁の支援も受け、国を挙げての

輸出産品としてのアスパラガスと缶詰の生産が拡

大します。大正 13 年（1924）、日本アスパラガ

ス株式会社が創立されていますが、専務取締役に

下田喜久三が就任したほか、取締役に日露漁業監

査役や茅沼炭鉱社長、相談役には日本勧業銀行総

裁、日本銀行総裁ら当時の有力者が名を連ねまし

た。ちなみに農研機構北海道農業研究センターで

作られたアスパラガスの品種「ズイユウ」は、下

田喜久三の作った品種「瑞洋」を片親に使ってい

ます。

　アスパラガスの収穫量の推移をグラフ（図 5）

に示しました。食卓にグリーンアスパラガスが並

ぶのが戦後しばらく経ってからと

いう理由も分かります。グラフ最

後の収穫量の上昇をもたらしたの

が、西南暖地での半促成長期どり

栽培（図 5, 6）の普及です。ハウ

スの半促成長期どり栽培は、茎を

何本か立てて、光合成をさせつつ

収穫も行う、というやり方で、長

期に収穫を行います。そのため、

面積当たりの収量が高くなるので

す。長崎、佐賀両県の作付面積に

比べての収量の多さがグラフから

分かると思います。寒冷地で行わ

れているのは露地普通どり栽培で

す。

アスパラガスネット

　アスパラガスの研究・生産・交

流のためのホームページ「アスパ

ラガスネット」（下記 URL）が開

設され、情報発信されています。

アスパラガスに関する豆知識のほ

図 5　日本のアスパラガス収穫量の推移

図６　日本各地での生産量
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か、栽培法、おいしい調理法の紹介もあります。

質問等も受け付けていますので、一度ご覧くださ

い。

http://aspara.ac.affrc.go.jp/JINDEX.htm

［浦上　敦子（うらがみ・あつこ）］

　1958 年熊本県熊本市生まれ。九州大学農学部卒、農学博士。

農水省北海道農業試験場、農研センターを経て、農研機構野

菜茶業研究所つくば研究拠点勤務。1991 年から 1 年間パリ第

6 大学に在外派遣。現在は、アスパラガスの連作障害などに関

する研究を行っている。夫、子どもとの 5 人家族。
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  つくばからの発信

科学技術分野における技術伝承について
－新大学システムの提案－

専門職大学院加速器工学（精密工学系）コースについて

高エネルギー加速器研究機構　名誉教授　上 野  健 治

1. 加速器科学から加速器工学へ

　実験物理学の分野において、その対象となる理

論の検証目的で実験をする場合、必要なことは事

象を人工的に創り出し、正確に計測すること、自

然界の現象を高精度に観測すること、あるいは、

計測、観測した非常に多量のデータを大型コン

ピュータで処理することである。物理学の分野と

は言え、この実行部に必要な機器開発は工学（機

械、制御あるいは電気）系の仕事であり、この加

速器科学の中に現象を具体化するために必要な領

域、すなわち加速器機器工学（以後、加速器工学

という）の領域があると考える。

　物理学のみならず多くの分野でグローバル化が

進む今日の国際プロジェクト推進において、トッ

プを走るまたは、拠点となることが重要であるこ

とは、言うまでもない。この高度実験研究を支え

るものづくりに関してその技術伝承について考え

てみたい。

２．つくばにおける新たな大学（院）システム案

　つくばにおける加速器科学に関する大学院は、

高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）内に総合

研究大学院大学加速器科学専攻として既に確立

し、歴史もある。科学・工学に関する大学院も筑

波大学を中心に確立している。これらはいずれも

研究者あるいは、企業における高度技術管理者を

育成するしくみとしてその成果を挙げている。

　この両者の教育システムにのらない現場の技術

管理者育成のために、つくばにある研究機関のそ

れぞれの分野における実習教育主体の技術者教育

の場を新たな大学院構築を目指し新大学システム

として提案したい。その理由は、少子化傾向にお

けるわが国において、科学技術分野における技術

伝承の必要性を強く訴えたいからである。

　この新大学システムの大きな特徴は、大学キャ

ンパスを１カ所に集中させない、現状の各研究機

関等の設備をそのまま流用することからいわゆる

分散型を考えている。核となる大学本部をつくば

市内に設置し、各研究機関等は、この本部と連携

を取り交わす方式を想定している。図１に概念図

を示す。教育現場となる各研究機関等は、大学（院）

本部と連携方式で結ばれている１）、２）

３．新大学システムの提案

３．１　デュアル・システムの採用２）

　つくばにおける研究、教育の外的条件として、

30 分走れば目的の研究施設へ到達できる地域性、

各研究機関の高度な専門性、それぞれ最先端の

テーマへの挑戦力、及び内部施設の学ぶ雰囲気な図１　新しい大学システムの施設の概念図１）
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どどれをとっても十分であり、非常に恵まれた環

境である。そこでこの利便性、高度専門性を有効

利用できる大学院コース、システムについて西谷

隆義レポート２）を参考にして改めて提案したい。

　高度な科学分野におけるものづくりを狙う工学

的技術の修得には、最先端の現場での教育が有効

であると思う。このため、現場での教育をまず取

り上げたい。しかしながら、終日全てが現場教育

だけではかつての徒弟制度になりさがってしま

い、教育指導に限界があると思われる。そのため、

西谷レポートは、「デュアル・システムの採用、

例えば、午前は座学、午後の時間帯の大半は工場、

現場等での実習学習とする、または前期は座学中

心で、後期は工場、現場中心コース」を提案して

いる。座学は、共通の場で行い、もし基礎科目で

共通科目であるなら、多くの研究コースの学生を

一堂で講義が可能になる。この座学は、つくば市

内の大学システム本部、すなわち大学院本部（仮

称）でおこない、実技は各専門の研究機関（現場）

で進める。専門性の高い座学は、各専門のいわゆ

る研究機関研究者 OB の指導も求める。

　この大学 ( 院 ) は、研究者の育成が目的でなく

また、実技の専門家育成を目指すものであり、実

技の要点を理解させその中から高度技術を学ぶ、

指導することに主眼をおくものとしたい。この理

由は、将来現場を任されたときに、全くの素人で

無いような経験を与えておく。また、座学だけで

は教えきれない内容、知識を現場でなら安易に教

授できることがある。この結果、現場に出ること

により、座学の時間が短時間になりその分時間の

有効活用、現場では、緊張感のある授業時間を経

験できる。現場授業が増加すれば、いかにも知識

に関する勉強時間が、短いような印象を持つが、

内容を事前にまとめておけば、教える側も時間的

なロスは少ない。

　さらにつくば市の多くの高度研究機関のアドバ

ンテージとして、指導者のうち一部は現場経験豊

かな研究者・技術者ＯＢに参加してもらうことと

する。この大学院は、知識の習得のみに拘らず、

技術とそして現場の知恵の伝承を優先することが

その理由である。

　そのために、たとえば高度な大型研究装置など

における現場実習の内容は、基礎的な技術研修の

他、次の内容においても実施可能である。

①完成された大型装置の運転、メンテナンスなど

を学科の１科目とする。

②このような事例を３ヶ月ごとに４コマ巡回でき

るようにする。

③３カ月間にその装置の根幹部の原理、設計思想、

及び仕様について理解する。さらに改善の手法

など研鑽する。

３．２　高エネルギー加速器研究機構のコース（案）

　高エネルギー加速器研究機構でのコースの一つ

の事例として、この新大学が高エネルギー加速器

研究機構との連携の場合には、精密工学系におい

ては次のようなテーマが考えられる。

①医療用加速器に必須の超精密加工技術

②加速器要素機器設計技術、製造技術

③超伝導空洞の清浄度に関する製造技術

である。

　これらの技術レベル、すなわち要求仕様は、一

般産業装置に比べ非常に高い。例えば、加速管用

セルの場合、その面粗度は拡散接合工程のため 0.1

μｍから 0.05 μｍ、であり、加速管装置内真空

度は、加速粒子がその進行をさえぎられないため

に 10-6Pa ～ 10-8Pa である。このような使用環境

を維持するため、加速器装置の製造技術として、

技術伝承するべき工学的対象（加速器工学）が存

在している。これらの技術に強く関係する科目を

座学と実習で指導、修得できる大学（院）コース（精

密工学系）を提案するものである。

　以上は、加速管を取り上げ主に精密工学系の課

題について述べた。電気系（電源部、制御部等）

についても同様に、要求レベルは高度であるが、

専門対象（ニーズ）があればコースを起案するこ

とは困難ではないと思う。

４．超伝導空洞製造技術開発施設

　さらに、高エネルギー加速器研究機構内での
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洞製造技術開発のモデルルームとしても十分その

価値がある。この施設は、研究開発のために将来

どのようなことでもできる限り実証可能なように

設備を準備しており、教育的目的からも十分その

機能が生かされると判断される。

５．科学技術の発展のための共通課題

　最先端科学を維持発展する実験装置の場合に

は、そのマーケットが一般の工学分野対象に比べ

小さい。したがって、科学技術を支える高度な技

術（者）の必要性を、図４に示すようにエンジニ

アリングを科学者と工学者が互いに共存共栄しな

がら支えていく関係がどうしても必要になる。近

年は、基礎学力が理工系でないいわゆる文系出身

の若者や、社会人になってから理工系の現場への

希望が多いことも若者の就職状況に見られるよう

になっている。このような方々へ社会人システム

を適用することにより、本大学システムの目的は

十分達成できる。筆者は高度技術分野と言え、ま

ずは基礎（基本）技術であり、一般的な工学の学

問及び専門的な技術が扱えれば十分であると信じ

ている。

参考文献

（１）「新しい大学システム」の構築に関する研究

会「新しい大学システム」に関する調査報告

書　平成 23 年３月　

（２）西谷隆義「つくば専門職大学院」の設立に

ついて

具体的な実験装置開発施設として、新大学シ

ステムの一教育設備として有効利用可能と考

える超伝導空洞製造施設について簡単に触れ

る。この施設は機構内開発共用棟の中に建設

したものである３）、４）。具体的には、19 ｍ×

14 ｍ×高さ 5 ｍ（一部 3.5 ｍ）のクリーンルー

ムを設備し、その中にプレス機、電子ビーム

溶接機等　空洞製造に関係する設備を設置し

た。図２、図３に電子ビーム溶接（ＥＢＷ）

機の外観図を示す。

　空洞製造技術は、電子ビーム溶接（ＥＢＷ）技

術が中心的技術であるが、その前後にいくつかの

工程（技術）を必要としており、一箇所で空洞製

造するというコンセプト実現のために、必要な工

程（マシン、装置）を計画し、設備している。空

図２　電子ビーム溶接機

図３　電子ビーム作業終了直後の様子

図４　サイエンスとエンジニアリング
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（３）上野健治、他「空洞製造技術開発施設（ＣＦＦ）

の建設」2010 年８月　第７回日本加速器学

会年会（姫路市）

（４）上野健治、他「空洞製造技術開発施設（ＣＦＦ）

の建設（Ⅱ）」2011 年８月　第８回日本加速

器学会年会（つくば市）

［上野　健治（うえの・けんじ）］

　1948 年 11 月、滋賀県生まれ。73 年、東北大学大学院工学

研究科精密工学専攻修士課程修了。三菱重工業株式会社京都

精機製作所、勤務。78 年、歯車加工機械の要素開発実験を経

て、ホブ盤のＮＣ化プロジェクトに参加。80 年、ＮＣホブ盤

の実用機の開発に成功。94 年、米国三菱重工業シカゴに駐在。

2003 年、文部科学省（現大学共同利用機関法人）高エネルギー

加速器研究機構へ移籍。同機構共通基盤研究施設機械工学セ

ンター長、教授。12 年、名誉教授。加速器の基礎実験装置設

計、超精密加工研究、真空中での高速軸受運転性能等の加速

器の装置開発基礎研究、併せて国際リニアコライダー（ILC）

建設の国際プロジェクト（空洞開発グループ）に参加。12 年

TIST 理事、評議員。CROSS 参与。工学博士（東北大学）

　所属学会：日本機械学会、日本中性子科学会、日本加速

器学会、専門分野：機械設計、ＮＣ歯車加工、及び超精密

加工学

どんぐり山の昆虫観察会、３Ｋ、そしてノーベル賞

　今年もまたどんぐり山の昆虫観察会（観察場所：かすみがう

ら市加茂）が開催された。「さあ、みんな、こっちに来てカブ

トムシがたくさんいるよ」、「取っては駄目よ！じっくり観察す

るのよ！」と、虫取りにはやる子どもたちの気持ちを抑えて奥

井登美子さん（土浦の自然を守る会代表）の声が林の中に響く。

どんぐり山は、奥井さんが 2001 年 4 月に近隣の農家から土地を

借りてドングリの実生から育てたクヌギ林だ。

　観察会の目的は林のなかでカブトムシなどを育て、子どもた

ち（小学校低学年）に昆虫観察を通して自然を愛する心を育て

ることである。そのため、昆虫採集が目的ではなく、カブトム

シやクワガタなどの生き物の姿を観察する。運が良ければ、近

くのエノキの樹からオオムラサキが飛んできて樹液を吸う姿を

見ることができる。子どもたちは声を上げながら捕虫網を振り

かざして虫たちを追った後、霞ヶ浦環境科学センターに移って

反省会を開く。指導講師によってひとり一人が捕獲した虫の名

前や数を発表するのだ。黒板に虫の名前が追加される度に会場からは歓声の声が上がる。数十匹の名前が並んで

ちびっ子昆虫博士が誕生した。

　好奇心旺盛な子どもたちはたちまち昆虫少年になる。しかし、さらに研究しようという向上心や大学教授や研

究者となってノーベル賞を獲得しようという功名心がなければ、やがて昆虫青年になり、ただのひとになる。好

奇心（Kokisin）、向上心（Kojosin）、功名心（Komyosin）という３Ｋによって科学者が育つのだ。タイワンカブト

ムシの幼虫の血液から新しい抗菌性物質が発見され、ショウジョウバエからは抗黴性物質も見つかった。虫がば

い菌の攻撃から身を守るメカニズムが明らかになったのだ。この自然免疫システムの解明によって 2011 年のノー

ベル医学生理学賞はフランス・ストラスブール大学のジュール・ホフマン教授らに贈られた（本誌 40 号参照）。

（木村　滋）
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  つくばからの発信

　国立科学博物館の研究部と

　　　コレクションの筑波地区への移転

独立行政法人国立科学博物館　動物研究部長　松 浦  啓 一

１．はじめに

　国立科学博物館は日本で唯一の国立の科学系博

物館である。当館の施設は 3 カ所に分かれている。

上野公園内に展示施設を含む本館があり、山手線

の目黒駅から徒歩 10 分の距離に自然教育園があ

る。そして、筑波地区には当館の筑波研究施設お

よび隣接する筑波実験植物園がある。上野本館の

展示施設、自然教育園そして筑波実験植物園は一

般に公開されているが、筑波研究施設は研究用の

施設であり、一般には公開されていない。

　多くの人たちは「博物館」と聞くと「展示」を

連想するようである。確かに上野公園内にある当

館の展示施設には自然史や科学技術史に関する世

界有数の展示がある。しかし、当館は研究機関で

ある。展示は研究に裏打ちされており、研究の成

果を示す場である。展示は当館の顔と言えるであ

ろうが、その背景には大きな研究組織とコレク

ションが存在している。当館のほとんどの研究組

１．国立科学博物館総合研究棟（中央の白い建物）とその後ろに隣接する自然史標本棟
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織と標本は最近まで新宿地区にあったが、2011

年 7 月から移転を開始し、2012 年 3 月末に移転

を完了した。本文では当館の研究組織とコレク

ション、そして移転の様子について紹介する。

２．国立科学博物館の研究組織とコレクション

　当館には動物研究部、植物研究部、地学研究部、

人類研究部および理工学研究部があり、標本資料

センター、分子生物多様性研究資料センターおよ

び産業技術史資料情報センターを備えている。こ

れらの組織に所属する常勤研究者は 60 人である

が、支援研究員や標本整理・データ整理を行う非

常勤職員を含めると 100 人に達する。また、東京

大学、九州大学、東京農工大学、茨城大学の大学

院連携教員を担当している研究者がおり、動物研

究部、植物研究部および地学研究部には大学院生

が在籍している。

　当館の研究部では豊富な標本や資料に基づいて

自然史や科学技術史に関する研究を進め、いずれ

の研究分野においても国内及びアジア地域を先導

する役割を果たしている。最近、地球環境や生物

多様性に関する研究の重要性が叫ばれているが、

生物多様性研究の中核となる分類学研究者が減少

し、大きな問題になっている。当館は動物研究部

や植物研究部に優れた分類学研究者を擁し、日本

及びアジア地域の生物多様性を総合的に研究する

プロジェクトを推進している。

　同時に当館では自然史標本や科学技術史資料の

収集と保管、データベース化に精力的に取り組ん

でいる。標本や資料が収集され、博物館等に保管

されると、それらはコレクションと呼ばれる。当

館のコレクションの登録数は 400 万点を超えてお

り、未登録のコレクションを加えると総数は 1,000

万点に達するであろう。これらのコレクションは

各研究部においてデータベース化が行われてお

り、当館のホームページに「標本・資料統合デー

タベース」として公開されている。現在、55 の

コレクションが公開されており、これだけ多様な

コレクションを公開している博物館は、国内はも

とより海外にも存在しない。また、当館は 2006

年に標本資料センターを設立して、コレクション

の収集と保管、活用を総合的に行う体制を整えた。

さらに、同年に DNA 資料を収集・保管し、研究

に活用するための分子生物多様性研究資料セン

ターを設立し、日本産魚類の 6 割、鳥類の 5 割の

DNA 資料を収集し、哺乳類や維管束植物の DNA

資料も精力的に収集している。

３．研究部とコレクションの移転

　動物研究部、地学研究部、人類研究部、理工学

研究部、標本資料センターおよび分子生物多様

性研究資料センターは 2011 年 7 月まで新宿区百

人町の分館に存在していた（植物研究部は 1995

年に新宿地区から筑波地区に移転していた）。ま

た、2002 年に設置された産業技術史資料情報セ

ンターは日本橋地区で活動を行っていた。しかし、

研究活動が活発になり、コレクションの数も増大

して、新宿地区は狭隘になった。新しい建物を新

宿地区に建築することは建坪率・容積率の制限が

あるため不可能であった。このため研究部の移転

が長年にわたって検討されてきた。また、研究部

の活動を促進するために、全研究部が集まること

が望ましいという声も高まっていた。 

　このような状況を勘案して筑波移転が決定さ

れ、補正予算によって筑波地区に自然史標本棟

と総合研究棟が新築された。この 2 つの建物は

2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大地震より

1 カ月ほど前に建築されていた。3 月 11 日には

内部の棚の設置などの作業は終了していなかった

が、自然史標本棟の免震構造と総合研究棟の耐震

構造が十分に機能して、2 つの建物に関しては物

的被害も人的被害も起こらなかった。

　建物が完成し、標本棚などの内部施設工事が終

了すると移転準備作業が本格的に始まった。4 研

究部と 2 センターは新宿地区から筑波地区に、産

業技術史資料情報センターは日本橋地区から筑波

地区に移転することになった。当館のコレクショ

ンには生物標本、岩石・鉱物標本、化石、人骨、

理工学資料など、種類も大きさも、そして保管状

態も様々なものが含まれている。例えば、クジラ
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の骨格は 10m を超える大きさがあるが、小型の

昆虫類や小型の貝類は数ミリしかない。また、魚

類や爬虫類、両生類、海産無脊椎動物（エビやカ

ニ、ウニ、ナマコ、ヒトデなど）、クモ類などは

保存液とともにガラス製の保存容器に保管されて

いる。歴史系の博物館の資料も多様ではあるが、

当館の標本の多様さには及ばない。このため移転

を担当した業者と研究者、そして移転担当の事務

職員は移転計画を策定するために綿密な打ち合わ

せを行いながら、標本室に何回も足を運んで準備

を行った。

　移転は 7 月から始まったが、標本室には多く

の標本が収納されている。このため、標本室の標

本を一挙に梱包して移転することは不可能であっ

た。会議室や講堂などを利用して、梱包した標本

を一時的に収納し、順次移転する方式を採用せざ

るを得なかった。一つの標本室や研究室の移転が

完了すると、次の標本室や研究室の標本や物品を

梱包して空いた室に移動して、玉突き方式で移転

作業を進めたのである。幸いなことに、この方式

によって移転作業は概ね順調に進んでいった。使

用した 4 トントラックは総計で 1,000 台、移転作

業に従事した人員の延べ人数は9,000人となった。

４．自然史標本棟と総合研究棟

　当館の筑波研究施設内に建築された自然史標本

棟は 8 階建（免震構造）、総合研究棟は地上 8 階、

地下 1 階建（耐震構造）である。自然史標本棟は

各階に 1,100㎡の標本室を備え、新宿分館に比べ

るとゆとりのある収納スペースが誕生した。すべ

ての標本室は温度・湿度が一定に保たれ、ほとん

どの標本室には移動棚が設置され、標本を効率的

に収納している。標本室は標本を安全に保管し、

研究用の資料として活用することを目的としてい

る。このため標本室は研究者のみが利用できる施

設であるが、つくば市で毎年 4 月に行われている

科学技術週間には一部の標本室を一般に公開して

いる（2012 年は 4 月 22 日の日曜日に公開）。また、

自然史標本棟 1 階には筑波実験植物園内から入れ

る見学スペースが確保されており、2012 年 11 月

半ばにオープンする予定である。

　自然史標本棟のすべての標本室のセキュリ

ティー管理は厳格で、セキュリティーカードを

持った者しか入室できない。また、標本室によっ

２．自然史標本棟内の陸生哺乳類標本室
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て管理者が異なるため、動物研究部のカードでは

地学研究部の標本室に入ることはできない。この

ように厳格な標本管理体制は欧米の自然史博物館

ではかなり前から行われていたが、日本の自然史

系博物館の中では当館が初めて採用した。

　総合研究棟には動物研究部、地学研究部、人類

研究部、理工学研究部、標本資料センター、分子

生物多様性研究資料センターおよび産業技術史資

料情報センターが入っている。総合研究棟には支

援研究員や大学院生、日本学術振興会特別研究生

などの研究室がある。また、共同実験室も設けら

れ、研究部を横断する活動を促進する機能を備え

ている。さらに、DNA 資料を保存・管理するた

めに多数のディープフリーザーを備えた室が設け

られ、DNA 実験室も分館時代よりも大きくなり、

生物多様性研究を推進する体制を整えた。

［松浦　啓一（まつうら・けいいち）］

1948 年東京都中央区日本橋生まれ。1978 年北海道大学大学

院水産学研究科博士課程修了。水産学博士。1979 年、国立科

学博物館動物研究部研究員。その後、主任研究員、室長、コ

レクションディレクターなどを経て 2011 年 4 月より現職。東

京大学大学院理学系研究科教授。2007 年～ 2011 年に GBIF

（地球規模生物多様性情報機構）副議長。日本魚類学会会

長、日本分類学会連合代表などを歴任。American Society of 

Ichthyologists and Herpetologists 名誉会員。専門は魚類分類

学および生物多様性情報学。「魚の自然史」、「動物分類学」、「魚

の形を考える」など著書多数。

３．液浸標本室。標本棚の総延長は 7,000m を超える
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  東海からの発信

原発の村から Nuclear Science のまちへ

－「原子力センター構想（仮称）」の策定－

東海村理事　前 田  　 豊

　東海村 － これまでに一度も訪れたことがない

一般の方々は、どのようなイメージを持つだろう

か。先日、ある大学の学生に対するアンケート結

果を見る機会があったのだが、そこには、「原発

が（たくさん）ある村」、「原発のおかげでお金を

持っている村」、「立派な福祉施設がある裕福な

村」、「大事故（大爆発）があった村」、「被ばくの

村」、「危険な村」などの言葉が並んでいた。マス

コミからも、よく「日本の原子力産業の拠点」と

言われる。そういえば、２年前に映画化された小

説「東京島」の中にも「トーカイムラ」という場

所が登場するが、そこは、黄色のドラム缶（放射

性廃棄物）が捨て置かれた浜であった。

　確かに、原子力の発祥の地「東海村」は、これ

まで「原子力」＝「原発」という単純な公式の下、

地域の内・外を問わず多くの人達に「原発の村」

と認識され、実際、「原発」やその関連事業によっ

て財政的なメリットを享受し、地域の経済・雇用

を生み出してきた側面も少なくなかった。

　しかしながら、当地域に深く関わるようになっ

て 13 年が経過した私が持つイメージは、少なく

とも今は違う。東海村と原子力の歴史や現実を見

たとき、当地域の特徴、あるいは本当の本質的な

強みは、「原発」ではなく「原子力に関するサイ

エンス」（注）であると思う。今後は、この強み

を活かし、原子力と地域社会の新たな共存関係を

構築していくときが来たと考える。

１．きっかけと背景

　東海村にとって原子力は、主たる個性の一つで

ある。東海村のまちづくりを考えるとき、原子力

抜きにしてその将来像を描くことはできない。

　東海村は、地方自治法に則って、10 年毎にま

ちづくりの「総合計画」を定めてきたが、原子力

に関する記述は「原子力安全対策の充実」にほぼ

限られ、原子力自体の方向性は国主導で検討すべ

きものとして、これを明記してこなかった。唯一、

第４次総合計画（2001-2010）の後半５年の後期

計画において、「J-PARC の推進とこれを活かした

国際的な科学研究都市を目指す」として、素粒子

科学の分野の推進を掲げた。

　今般の第５次総合計画（2011-2020）の策定に

当たり、東海村は、地域主権に則り、当地域にお

ける原子力の方向性についても地域社会が主体と

なって提言していくべきとの考えの下、当地域に

おいて目指すべき原子力の将来像と、その原子力

と地域社会が調和したまちづくりの将来像を併せ

て描く（＝「原子力とまちづくりの総合的な将来

ビジョン」を描く）こととした。

　また、右肩上がりの経済とこれに呼応した原子

力のエネルギー利用の拡大に象徴される 20 世紀

注）「原子力に関するサイエンス」：原子力（広

義の意味）に関し、叡智を学び、創造し、活

用していく様々な活動を幅広く指すものとす

る。これには、自然科学だけでなく社会科学・

政策科学の分野も含み、また、エネルギー利用、

エネルギー以外への利用、利用を特に意図し

ない純粋な学問いずれの分野も含む。
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型の経済至上主義からの脱却や、福島原発事故と

これを受けた国の「脱原発依存」の基本方針とい

う社会的背景の変化を踏まえ、「文化的価値」や

「社会的な価値」を重視（即効的な経済効果は求

めない）し、「“東海村らしさ”を活かす」と「国

際化・オープン化」をキーワードとして、原子力

に関するサイエンスと人づくり等の拠点として世

界に貢献する「21 世紀型の新たな COE（Center 

Of Excellence）」を目指す構想を打ち出すことと

した。

２．東海村の特徴（＝強み）

　東海村は、他の原発立地地域とは大きく異なり、

①我が国の原子力を半世紀に亘って先導（＝パイ

オニア）し、原子力利用の重さも体感（＝村民を

巻き込む大事故を経験）、②原子力の研究開発を

総合的に実施できる高度な人材と施設・設備が集

積（世界的にも稀有）、③村民のうち約３分の１

は何らかの形で原子力に関わりがある中、多くの

科学者・技術者等がこの地域に終の棲家を得てお

り、地域社会と原子力が融合し文化が創造されつ

つある　といった特徴がある。

　これらの特徴を踏まえ、東海村は、以下のよう

な強みを活かした「構想」を策定することとした。

・原子力に関する幅広い人材（研究者、技術者、

実務者、管理者等）と最先端の施設・設備の集

積

・原子力のパイオニアとしての誇り

・原子力の安全などの課題を率先して解決してい

くことができる意識と能力

図１　原子力センター構想（仮称）の理念・視点
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・村民・地域行政と原子力関係者が一緒になって

議論できる雰囲気と能力

３．「構想」の内容

　本誌では、字数の都合上、「構想」の概要を示

した図１−２を掲載することで内容の紹介に代え

たい。なお、「構想」の本文は、東海村の公式ホー

ムページに載せているので、関心のある方は御一

読願いたい。

４．「構想」に基づく取組（今後具体化）

　本誌で紹介した「構想」は、「市町村の構想な

のか」、「市町村で出来るのか」とよく聞かれる。

ある意味当然の質問だと思っている。

　１．で述べたように、「構想」は、単なる「市

町村の行政計画」ではなく、当地域の「原子力と

まちづくりの総合的な将来ビジョン」である。

　故に、「構想」をどう実行していくかが重要で

ある。先ずは、推進体制の構築が必要であり、東

海村が「構想」の率先推進役、あるいはコーディ

ネータとしての役割を果たすことにした上で、東

海村、茨城県、周辺市町村や関係府省、日本原子

力研究開発機構（ＪＡＥＡ）や大学（東京大学、

茨城大学、筑波大学、高エネルギー加速器研究機

構等）などの関係機関により構成する「推進会議」

を立ち上げていきたいと考えている。

図２　原子力センター（仮称）が有する機能等
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　また、「構想」に基づく幾つかの先導プロジェ

クトを立ち上げ、それぞれ、上記の関係機関が協

働で積極的に進めていくことを想定している。

５．最後に

　東海村の村上達也村長は、ある新聞のインタ

ビューに応えて「東海村に原子力施設の建設が決

まった 1950 年代、原子力の研究所が来て、湯川

秀樹さんみたいな科学者がやってきて 20 世紀の

科学拠点になると思った。」と述べている。実際は、

冒頭で述べたように、「科学」よりも「原発」の

関係が大きくなってしまった側面がある。

　東海村の原点に戻り、改めて、「21 世紀の科学

の国際拠点」を創ろうというのが、今回紹介し

た「構想」であるとも言える。そして、この方向

性こそが、右肩上がりの経済でなくなった現代社

会、東日本大震災と福島原発事故の後の社会にお

いて、当地域、いや日本を真に豊かで持続可能な

社会にしていく切り札だと私は考えている。

　そのため、東海村は、「構想」全体を率先して

牽引することに加え、まちの国際化など市町村が

主体となるべきプロジェクトを進めていく所存で

ある。併せて、関係の皆様、とりわけ教育研究に

携わる皆様には、「構想」を御理解頂き、「21 世

紀の科学の国際拠点」に飛躍しようとしている当

地域において存分に活躍して頂きたいと願ってい

る。

［前田　豊（まえだ・ゆたか）］

　1989 年４月に科学技術庁（現・文部科学省）に入省。宇宙、

海洋・地球、地震・防災、情報通信、原子力等の分野の科学

技術振興や、研究基盤の整備、国立大学の施設整備、原子力

の安全規制などに携わる。

　1999 年７月から２年間、茨城県庁に出向し原子力防災の業

務に従事。以降、有志の勉強会などを通じてプライベートで

も当地域との付き合いが継続し、現在は、ひたちなか市に終

の棲家を得ている。

　2010 年４月に東海村へ出向し現職。村長を補佐する直轄ス

タッフとして、重要かつ総合的な政策の企画・立案・推進を

総括している。

構想検討の会議で（隣は村上村長）
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  東海からの発信

J－PARC における学術研究推進のために

一般財団法人総合科学研究機構（CROSS）東海事業センター

サイエンスコーディネーター　佐 藤  正 俊

１．はじめに

　震災が起こる少し前に、学術研究担当サイエン

スコーディネーターのお話が CROSS からありま

した。その役割に関して十分な計画を立てる暇も

無いまま、「これは、黙ってお引き受けし、これ

まで中性子施設にお世話になってきた分の恩返し

をすべきである」と感じました。大学での研究・

教育の経験を活かして、少しでも J-PARC の大型

中性子施設での研究が盛んになるようできれば幸

せだと考えたからです。

　その後、学術研究面（特に物質科学分野；学術

研究とは、普遍的・統一的な理解を求めた研究を

さすと考えた）で私が果しうる役割に思いを至ら

せると、それがなかなか容易でないことがわか

りました。「世界に冠たる学術研究拠点が出来る

ようあらゆる便宜を図る」というのは簡単です

が、そんな抽象的なことでは何も始まらないので、

いったん、私が関わってきた物性物理学、特に超

伝導や磁性等を中心にした研究分野での経験をも

とに、CROSS が現代の環境下で果たすべき事柄

を、物質科学の基礎研究の面から見てみることに

しました。

２．学術研究について

　定常炉の３軸型中性子散乱装置を用いた実験を

中心にして物性論開拓に取り組んできた立場か

ら、新しく立ち上がった J-PARC を眺めますと、

そこには、目的をある程度特化して産業利用を見

据えたものを含め、異なる機能を持つ特徴的装置

群が備え付けられていることがわかります。それ

らを活かせば、これまでとはまた違った有益情報

も数多く得られそうです。特に、定式化できない

系、あるいは、一見して系統的記述を許さないと

思われる複雑な系、さらには非破壊を前提とした

試料等、実際に目の前にある物質や材料の振る舞

いに関する具体的データの取得に新たな力を発揮

しそうです。コンピューターの発達やそれに伴っ

たデータ処理システムの著しい進展は、どんなに

複雑な系を対象にした場合でも、まず実験や計算

を具体的に進めたほうが手っ取り早く結果が得ら

れるうえ、ときには本質理解のきっかけも得られ

そうだからで大いに期待されます。

　むろん、J-PARC には、これまでの定常炉で

standard だったものと本質的には同様の機能を持

つ装置群もあります。定常炉では、パルス中性子

装置の出現以前から、物質科学もしくは固体電子

論の進展に大きく寄与してきたもので、そこでは

主に、物質を構成する原子や磁気モーメントの配

列（構造）や、運動（フォノンやマグノン、その

他）の微視的研究が中心になっています。今後は、

J-PARC がより強力な形でこれに加わる形になり

ました。構造を知ることは、万物を理解するうえ

での基本情報を得ることであり、構成要素の運動

を知ることは、各物質の性質（物性）を知るため

に不可欠なものです。中性子散乱はこうして、現

代科学文明を支える物質科学や固体電子論の体系

構築のための一翼を担う重要性に何の変化もあり

ませんから、それらの装置にはこれまで以上の期

待を寄せています。

　例えば、私どもが専門としてきた超伝導や磁性
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等の研究分野について述べてみますと、そこでは、

強く相互作用する電子系（強相関電子系）を、電

子が持つ磁気モーメント（スピン）や格子の運動、

さらには電子の量子力学的軌道の自由度を考慮

し、それらの相互作用までを含めて物理現象を統

一的に理解することの重要性が、中性子実験を含

めた多様な実験結果をもとに、議論され、数多く

の研究者がそこで努力しています。それに限らず

どの分野でも、コンピューターの発展による複雑

な情報整理力の下に、わかりやすい概念を提出す

るという学術研究の役割が、実験、理論の双方の

サイドで重要になっています。

３．CROSS の役割と学術研究

　CROSS 東 海 事 業 セ ン タ ー の 重 要 な 役 割 は

J-PARC 利用者の研究支援ですが、そこの staff に

とって、支援の高度化をめざした技量と研究能力

の向上のためには、たゆまぬ研鑽が必要です。技

術革新から学術研究面での brilliant な、もしくは、

重厚な成果の提出を、自発的にせよ利用者との協

力によってにせよ、満足できる形で進めること出

来れば、CROSS が人々にとって魅力のあるとこ

ろになるはずです。そこでの私の役割は、特に、

学術研究面でそのような研究成果を挙げる起爆剤

を仕掛けることと考えるに至り、そのために、い

くつかのことを行ってみようと思いました。

　第一は、研究会 Series 「CROSSroads of  Users 

and J-PARC」の開催です。限りない広がりを見

せる超伝導や磁性分野の研究を見据えようと、第

１回は「J-PARC における強相関系や機能材料研

究の将来」と題して行うことにし、国内の有力研

究者の中の一部の方にお願いして、講演していた

だきました（参加者 70 名）。さらに第２回として、

「J-PARC における中性子小角散乱研究の展開」も

開催されました（参加者 39 名）。センター長の提

案によって、今後も CROSSroads シリーズとして

存続し、分野を超伝導や磁性（強相関系や機能材

料）に限らずソフトマター等にまで広げた交流の

場とする予定です。上記の研究会には、中性子実

験には、全く素人という研究者は、それほど多く

なかったのですが、これは、この学術研究分野の

多くの研究者が、中性子散乱研究にすでに携わっ

研究会　CROSSroads of Users and J-PARC

第１回「J-PARC における 強相関系や機能材料研究の将来」の参加者の一部の方々
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ているからです。むしろ、これまで定常炉で学術

研究を行ってきた者が、今後はパルス中性子をも

縦横に利用して発展していくようになるのが理想

と考えます。また、この研究会を通して大学等で

基礎研究を行っている方々に、出来るだけ多く参

加していただき、J-PARC での研究を盛り上げて

もらうとともに、国内の有力研究者と CROSS（さ

らには J-PARC）の若手 staff との交流の効果が

凝縮したような研究成果が出てくることを願いま

す。

　第二には、CROSS セミナーの開催です。これ

を CROSS の若手 staff の互いが磨きあう場と位

置づけて提案しました。他からの批判を糧にして

発展のきっかけをつかむのに最も大きいチャンス

となるからです。多人数のもとでは、お互いの考

えに対する批判も出しづらいので、内輪のものに

するのが適当と考えています。これによって、ス

タッフ自身の技量と研究能力や洞察力の向上をは

かり、外部利用者に、中身の濃い支援を行い信頼

されるパートナーになれば、J-PARC 利用者も増

加するものと期待します。

　本心をいえば、CROSS セミナー（週に１回程度）

をもっと頻繁に行いたかったのですが、震災のあ

との復旧関係の仕事等、研究支援を担う若手研究

者の忙しさが際立っていたので、少し加減いたし

ました。これが、今後ユーザーがひっきりなしに

現われる時期に至ったとき、どのようにバランス

をとっていけるかが鍵になると思っています。

　第三は、使いやすい汎用装置の設置です。こ

れまでの研究生活のなかで、感じてきたことで

すが、研究の始まりには、必ず何らかのきっか

けとなるアイデアがあります。そのアイデアと

それを実行するための試料は、J-PARC の中性子

ビーム実験を行う前段階に必ず必要です。私は

この準備のことを農耕作業と呼んでいます。こ

の作業には、生みの苦しみと楽しみとが綯いま

ぜになっていることが多いと思いますが、 ( アイ

デア / 試料 ) を選択する自由度がある分、本質的

楽しみが大きいと思われますから、それも重視

しなければなりません。

　J-PARC のような大型施設では、装置主体の研

究計画が中心になるのは必然的ですが、CROSS

の若手研究者があるアイデアを持ったとき、試

料の準備やその評価が行えるよう、汎用性があっ

て、しかもわずかな暇があれば使えるような簡

便な装置が必要になると考え、その一部（例えば、

簡単な試料作成装置、X 線回折装置や SQUID

型磁化測定装置等）を設置しました。その後、

CROSS メンバーの努力によって、さらに他の設

備も揃ってきています。試料準備とその評価を

行える最低限の装置が CROSS にあれば、そのメ

ンバー自身による original な研究のチャンスが

より多く生まれます。物質科学における進歩は、

各研究者の日ごろの思考と経験に基づいたバラ

エティに富んだアイデアによることが多いので

これは重要です。やりがいをもって、技量と研

究能力の向上を図る糧にもなります。一方、外

部利用者にとっては、東海で必要なときに、気

軽に試料チェックができることのメリットが大

きいのではないかと思います。

４. CROSS の課題等

　そうは言っても、昨年度の CROSS の若手 staff

の多忙さは目を見張るほどでした。それは、震災

からの復旧作業や、スタート時の spectrometer の

設置に関わる調整作業、新解析ソフトの作成・改

良のためであったかもしれません。ただ、今後、

正常運転になって利用者がひっきりなしに来るこ

とを考えれば、その支援のための時間がかなり大

きくなり、実験前の準備作業（農耕作業）ばかり

でなく、実験後のデータ解析や論文発表等も、もっ

ぱら利用者側が行うことになる事態も考えられま

す。こうした場合、CROSS staff が支援の過程で

培うべき、アイデアや新課題の生産のチャンスが、

小さくなってしまいかねません。自負する研究成

果を持つことも外部利用者に信頼される結果を生

むことにつながるので、このことを考慮した今後

の工夫が必要と思います。

　海外体験も、研究に対する見聞を広げ種々の触

発を受ける大事な機会と思います。ただ、この一
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年を見てきますと、多くの若手研究者がためらう

ことなく海外出張を行っており、そのエネルギー

が旺盛であることがわかりました（私の関わった

テーマについての海外実験にも行って頂きまし

た）。この点では今のところ何の問題も無いと思っ

ております。

５. 結びと謝辞

　さらにいえば、自分自身が少なくともどのよう

にして、現在の研究の動向を正確につかんでいく

かも問題です。重要な研究についての感受性が全

くなくなった者の言うことに説得力がないこと

は、大学で働くものが、研究せずにいい教育を行

えるはずがないということと同じだと思います。

そのための努力を自分自身に課しておきたいと思

います。

　なお、CROSS での仕事を行っていくうえで、

外部の方を含め、多くの方にお世話とご協力を頂

いております。深く感謝申し上げます。

［佐藤　正俊（さとう・まさとし）］

▽ 1974 年 3 月、東京大学理系研究科博士課程

修了▽ 75 年 4 月、東京大学物性研究所助手▽ 85 年 2 月、岡

崎国立研究機構分子科学研究所助教授▽ 90 年 4 月、名古屋大

学理学部教授▽ 2010 年 4 月、（財）豊田理化学研究所フェロー　

( 名大名誉教授 ) ▽ 11 年 4 月　総合科学研究機構サイエンス
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  経済・ビジネス

宝篋山から見るつくば

－筑波山麓観光と産業振興について－

つくば市経済部産業振興課長　小 神 野  洋 一

はじめに

　宝篋山（ほうきょうざん）をご存じですか？　イ

ンターネットで検索すると 199,000 件のヒットがあ

ります。これは、最近の登山ブームで多くの方が山

歩きに訪れ、ネットの書き込みをしているからです。

平成 16 年（2002）に検索したときは、中国の「宝

篋山」だけしかヒットしませんでしたから様変わり、

現在ではウィキぺディアにも記載される山となって

います。

　宝篋山一帯は長い間、他の里山同様、燃料・肥

料の確保先として地域住民になくてはならない存在

でしたが、薪が電気ガスに変わり、化学肥料へと

移行するに伴い里山の機能も薄れて、山は荒れる一

方となりました。しかし近年、地域住民のパワーに

よる里道の復道を足場に、環境が整備再生されま

す。折からつくばエクスプレス開業（2005 年）もあっ

て多くの観光客が訪れ、地域観光と産業振興へと

結びついて来ました。その経過をご紹介します。

☆宝篋山とは

  古くは三村山と呼ばれ、地元では浅間様（せんげ

んさま）と呼ばれ信仰の山となっています。山頂に

山名の由来となった宝篋印塔が建立（鎌倉時代中期

頃の造立と推定）されて以来、宝篋山と呼ばれる

ようになったと言われています。

　八溝山地系に属する筑波山地の最南端に位置す

ることから、山頂から筑波山や関東平野、霞ヶ浦を

一望し、空気の澄んだ日には東京の高層ビル群や富

士山も遠望することができます。2005 年に小田地

域の方々が関東の「富士見百景」に応募し、選定さ

れたことから山頂にその銘盤が設置されています。

　山頂には、宝篋印塔があるほか、南西麓にある

小田城（国の史跡）に関連する城郭跡も残されてい

ます。また、テレビ局、海上保安庁、国土交通省、

警察庁などの通信施設なども設置されています。

　山頂からの眺めは、筑波山と同様の眺望となって

いますが、筑波山へ登ってしまうと筑波山を見るこ

とができないため、筆者は常々つくば市で一番眺め

の良い場所と紹介しています。

　また、歴史的に「宝鏡山」と言っていた時期があ

ることから、市では当初、地図やホームページに「宝

鏡山」表記を使っていましたが、地域の方から強い

指摘があり、「宝篋山」に統一した経緯があります。

それほど地域に密着した山であるといえます。

☆登山道整備

　宝篋山は標高 461m、つくば市内で２番目に高い

山です。決して高い山とは言えませんが、里山とし

ての機能があったことで、昭和 40 年代までは多く

の里道がありました。しかし高度経済成長期に電気・

ガスの普及が急速に進んだことから、里山としての

機能は失われ、手入れが行われずに山全体も荒れ

放題となりました。一番わかりやすい現象が、イノ

シシの生息です。従来宝篋山でイノシシの姿は見ま

せんでしたが、荒れたことで隠れ家ができ住み付

くようになったのです。当然のごとく里道について

も原状を判別しがたい荒廃した道になっていきまし

た。

　それでも皮肉なことに、イノシシが住む山となっ

たことで、里道を復活することができたのです。イ
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ノシシハンターが、１年の内３カ月（11 月15 日から

２月15 日が狩猟期間）、鉄砲を担いで山へ入りイノ

シシ猟をしていました。このおかげで辛うじて里道

を維持し通ることができたからになります。

　この里道を復活させる取り組みが始まったのが平

成 14 年（2002）の冬からになります。昭和 60 年

代のバブル期に、宝篋山の南斜面では、遊園地開

発や住宅開発の話が降っては沸き消えては沸くとい

う状況にありました。このときは、埋蔵文化財があ

ることなどから実現には至りませんでした。その後

もなんとしても開発を進めたいと、地域住民から公

園としての整備の要望が市へ提出されました。しか

し、この場所は埋蔵文化財の宝庫となっており、開

発を行うには文化財保護を実施するのが条件となる

宝筐山ハイキングマップ
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ことから、断念せざるをえませんでした。

　そこで、宝篋山の恵まれた自然を満喫し山頂から

の眺望を多くの皆様に知っていただき、多くの人（観

光客）が来ることで地域産業の活性化につなげた

い。そう考えた地域の皆様と行政とが一体となり、

里道の復道作業が始まりました。いわゆる「市民協

働」の形です。

　整備された山頂までのルートは６コースになりま

すが、いずれのルートもマツが松食い虫の影響で倒

木していたり、親指ほどもある篠竹や草に覆われて

先を見通せなくなったりしていて、草刈りを中心とす

る整備になりました。文章で表現できないほどの荒

れようでしたが、宝篋山に多くの人に来ていただき

地域を元気つけたいと地域の皆様の熱い思いがあっ

たことから整備できたと今でも思っております。

☆登山道の魅力・特徴

　自然の地形と先人が築いた里道を復活させた宝

篋山には、里山・山歩きに興味がある方が多く訪れ

る山となっています。その魅力はと言うとマイナスイ

オンを感じる登山道、自分の歩幅で山歩きを楽しめ

る登山道、水辺を堪能できる登山道になると思って

います。

　筆者の友人に自慢げに「宝篋山に里道を復活させ

たら多くの人が訪れるようになったから、一度登って

見てくれ」と無理を言って一緒に登ったことがありま

す。その時友人曰く「これって整備された道？　た

だの山道じゃないの」。酷評されたのを思い出します。

地形が平らで、山に囲まれた生活をしていない茨城

県南地域、特につくば市で山へ登る道－「登山道」

と言うと、筑波山の整備された登山道をイメージす

る方が大半と思われます。しかし、本来の一般的な

山道は筑波山の登山道とはかけ離れたものです。

宝筐山の歩き方～ 6つのハイキングコース
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　やはり、この観光地化していない登山道が大きな

魅力となっていると感じています。リピーターが多

いのもその現れではないかと思っています。

☆観光地するまで

　登山道の整備が完了し、宝篋山の魅力を発信す

るのは行政の仕事となって来ますが、行政だけが

一所懸命ＰＲしても浸透するものではありません。

一般的に地域の新たな取り組みで産業が生まれ活

性化するためには、ヒト・モノ・カネのうち、ヒト

の要素が極めて大きいと言われます。特に「若者」「馬

鹿者」「よそ者」なる人が推進役にならないとうまく

いかないと言われています。宝篋山ではどうでしょ

うか。純粋なよそ者ではありませんが、宝篋山に命

をかけてもと熱い思いを持つ東郷重夫氏（ＮＰＯ法

人小田地域振興協議会代表）が現れ、大きな役割

を担っていただいています。

　地元の東郷氏は、登山道の維持管理・山全体の

保全のため、１年 365 日活躍しています。一例を

上げると、登山道の維持管理は地域の有士によっ

て実施していますが、山の保全は東郷氏一人でほぼ

行っているのです。毎年苅り払い機１台をポンコツ

にしてしまうほどの熱の入れようです。併せて、小

田に「宝篋山小田休憩所」の主として、登山客のお

もてなしを行っており、その活躍がマスコミの目に

とまり新聞等で取り上げられ誘客に結びついていま

す。なお、東郷氏曰く「つくばで山といえば宝篋山

であり、筑波山は山ではない」（笑い）とのことです。

☆経済効果を上げる

　宝篋山にいくら人が訪れるようになっても、産業

活性化につながらないことには、地域づくりには結

びついていきません。地域の主な産業としては「農

業」「小売業」「外食産業」があげられます。小田

休憩所は宝篋山の南からの登山口となりますが、基

本的に自家用車を利用しないと行くことが難しいこ

とから、この休憩所を交流拠点としました。ここで

米や野菜の販売、地場産業のお土産品の販売、帰

りに食事の提供などの取り組みを徐々にではありま

すが、東郷氏を中心に地域で行うようになってきて

います。

　ただ単純に物産を販売しても利益には繋がらず、

どこからどのような人が訪れているか調べることも

重要です。車両ナンバーを見ると、つくば・土浦・

水戸ナンバーが７割を占めていますが、千葉・埼玉

ナンバーも３割ほど見ることができます。県外から

のお客様も多く訪れていることが伺えます。駐車

場は現在 70 台ほどですが、平日は約７割が埋まり

休日に至っては午前９時には満車となる混雑ぶりで

す。このため地域の皆様の協力で民地を駐車場とし

てお借りしている状況となっています。今後はこうし

た情報を収集・分析し、地域産業の活性化に結び

つける施策の展開を図る必要があります。

☆読者の皆様へ

　今回の記事を読んで、一人でも「宝篋山」に行っ

てみよう、登ってみようと思う方がいらっしゃれば、

小田地域経済効果に結びつきます。多くのお客様

が訪れ経済効果がでてくれば当然新たな産業が生

まれます。今までその存在も知られず見向きもされ

なかった「宝篋山」、その「宝篋山」が観光地化す

ることで、地域産業の活性化に繋がっていきます。

このよな取り組みがつくば市全域で大なり小なり行

われ、市内の産業が活性化することを期待し、今

回のレポートとします。

＜追伸＞

　土浦市側からも行政が中心となり、宝篋山山頂

への里道整備を実施することになっています。この

里道が完成し山頂へのルートが増えることで、益々

地域経済の活性化に結びついていくものと思ってい

ます。

［小神野　洋一（おがみの・よういち）］

　1981 年当時の桜村現つくば市に採用。主に建設部・経済部

を歴任し現在経済部産業振興課長。職歴のなかでも科学万博つ

くば 85、つくばエクスプレス開業、つくば新庁舎オープン時と

いう節目節目に、観光部門に３度着任し、全国からのお客様の

おもてなしを実施してきている。
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  科学の街

「青い目の人形」と「筑波かすみ」人形

－学園都市 50 周年 ささやかな記念－

ＣＲＯＳＳ Ｔ＆Ｔ事務局　御 供  文 範

　つくば市竹園の文部科学省研究交流センター２

階の正面左側に小さなショーケースの中に青い目

の人形納められている。両国の関係がいつまでも

平和であることを願ったアメリカから、日本の子

どもたちへと昭和 2 年（1927）に贈られたもので、

もともとはつくば市刈間の刈間尋常小学校（現・

つくば市立葛城小学校）に置かれていた。同校の

木造校舎が鉄筋コンクリートに新築される昭和

62 年（1987）、有志が「記念すべき人形」として、

同センターに寄贈したものである。葛城小学校は

明治 10 年に創立され、昭和 10 年に現在の刈間に

移籍している。同交流センターは開設 34 年。同

小学校は今年で創立 135 周年を迎えるということ

から、青い目の人形は２つの歴史を繋ぐ架け橋に

なっているのではないか―。どこにでもある人形

の置物に見えていて、その歴史には日米を繋ぐ温

かい人々まなざしが込められている。その温かい

行為を壊したのは太平洋戦争という不幸な出来事

からだった。青い目の人形がここへ飾られるまで

の経緯を振り返る。

昭和初期の日米間の動き

　明治時代に日本は生活に窮して活路を海外に求

め、移民として、アメリカや南米へ多数の人が新

天地を求めて日本脱出を計った。アメリカでの日

本移民は「ダラーデー（１日１ドル）」という、

勤勉で低賃金で働き重宝がられ、その煽りを受け

て働く場所を奪われ職を失った白人の労働者から

の不満が募り、大正 13 年（1924）、「排日移民法」

が制定された。それをきっかけに日本では反米感

「青い目の人形」は西谷理

事長が持参した解説文と一

緒に、ショーケースに納め

られた（研究交流センター

で。左は吉田重信所長）
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情が燃え上がり、一方のアメリカは大陸への進出

を強める日本に対して警戒感を強め、日米関係が

新たな紛争の火種となりつつあった。

　そして、1929 年 10 月、ニューヨークの株式市

場の暴落をきっかけに恐慌が世界に広がり、国際

的協調体制の動揺が進んだ。恐慌は人々の暮らし

を直撃し、効果的な政策を出せない日本政府への

国民の信頼は揺らいだ。さらに二大政党は政争に

あけくれ、人々の支持は次第に議会政治から離れ、

軍部が政治に介入する時代に傾いていった。

世界の平和は子どもから

　そのような国際状況の中で、悪化しつつある

日米関係を憂慮した世界児童親善会のシドニー

ギューリック師が、アメリカの子どもたちから日

本の子どもたちに親愛をこめて人形を贈ることに

よって、次代を担う子どもたちの心に相互の理解

と友情を育み、両国の関係がいつまでも平和であ

ることを願いスタートしたものである。

　シドニーギューリック師は、明治半ばから日本

で宣教師として 20 年に及ぶ伝道生活を送り、同

志社大学で教えたこともあり、「世界の平和は子

どもから」のスローガンで各国の子どもたちに友

情のプレゼントを贈る運動を展開していた。親日

家として知られ、当時の大実業家である渋沢栄一

とも親交が深かったことから、大正 15 年（1926）

４月 15 日、日米協会会長の渋沢に人形使節受入

れの依頼書簡を送った。手紙を受けとった渋沢は、

すぐに文部省に協力を依頼、文部省も賛意を表し

て準備に入った。アメリカでも反響が大きく、教

会が用意した一体３ドルの人形に子どもたち手製

の洋服が着せられて、短期間に 1 万 2739 体が寄

せられた。

港に着いた青い目の人形

　これらの人形が船に乗り、日本の子どもたちに

宛てた「友情の手紙」や特別のパスポートと日本

の現地領事館発行の査証（ビザ）などを携え横浜

や神戸の港にやってきたのは昭和２年（1927）２

月。平和の架け橋となる人形にはそれぞれの名前

が付けられていたが、来日前の大正 10 年（1921）

に発表され広く歌われていた「青い目の人形」（野

口雨情作詞、本居長世作曲）の歌のイメージにそっ

くりなことから、日本ではいつしか「青い目の人

形」と広く呼ばれるようになった。

　また、人形には次のような子ども達の手紙が添

えられていた。「私達は、あなた達がやがて催さ

れるお雛祭のことを聞き、見たいものと願ってい

ます。お雛祭が楽しいものであるように祈ります」

東京の日本青年館で、アメリカからの使者として

の「青い目の人形」の歓迎会が盛大に行われたの

は、昭和２年（1927）３月３日の雛祭の日であった。

　レースの下着に華やかな衣装、寝かせると目を

つぶって「ママー」と声を出す人形に、日本の子

どもたちは目を見張った。歓迎会前の２月 25 日

から３日間、東京の松屋、松坂屋、三越、白木屋、

高島屋などのデパートで開かれた展示会には、30

万人を超える人々がつめかけた。これらの人形は、

全国の学校に納置され、各地で盛大な歓迎式が催

された。茨城県下の全ての小学校にも青い日の人

形は配られ、子どもたちを喜ばせた。

答礼人形、アメリカヘ

　日本側は、そのお返しに、全国の子どもたちか

ら一人一銭の寄付を求めた。その浄財によって山

田徳兵衛らに豪華な日本人形（市松人形）の製作

を依頼した。答礼人形 58 体は、各道府県、植民

地、六大都市の名前をつけられて、11 月にアメ

リカヘ贈られた。その後人形使節への共感が高ま

り、日本人形への興味も手伝って、歓迎会は、全

米 479 都市で 1，000 回を超えた。こうして、人

形使節たちはその役割を十二分に果たした。アメ

リカに贈られた日本人形の中には、筑波・新治地

域で作られた「筑波かすみ」」人形も含まれていた。

　この人形使節の 15 年後に起こった太平洋戦争

下の日本では、「鬼畜米英」とののしりアメリカ

製の人形を「敵性人形」と憎み、焼いたり竹槍で

突き殺したりして破棄したりした。そうした中で、

心ある人びとは友情の人形をひそかに隠し保護し

た。学校の戸棚の奥深く隠した教師や、敵国の捕
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虜だから保管しなければならないという名分で助

命をはかった校長もあり、「青い目の人形」にこ

められた願いはかすかに息づき続けたのである。

里帰りした「筑波かすみ」人形

　21 世紀に入りアメリカで日本から贈った答礼

人形が見つかり、1974 年に「ミス広島」が初め

て里帰りをした。茨城県から贈られた「筑波かす

み」はウィスコンシン州のミルウォーキー公立博

物館に保管されており、「筑波かすみ」里帰り実

行委員会が 2006 年に全国で 33 番目となる里帰

りの実現に成功させた。

　大きく傷んでいた「筑波かすみ」人形は全面的

な修復を施された後、県内各地で展示会を開き大

きな話題を集めた。この記録は、同実行委員会が

まとめた『お帰りなさい「筑波かすみ」－里帰り

の記録』（2008 年、茨城新聞社）に詳しく紹介さ

れている。

　

研究交流センターの青い目の人形

　つくば市の同研究交流センターは昭和 53 年

（1978）、筑波研究学園都市の研究交流の推進を目

的に設置された共同利用施設で、現在も学会はじ

め各種交流事業の場となっている。ＣＲＯＳＳも

会議や研究発表の場として利用しており、会員を

はじめ多くの人が目にしているが、「青い目の人

形」の史実を知る人は少なく、テーブルの上に寂

し気に座っているだけだった。

　ＣＲＯＳＳの西谷隆義理事長は、つくば市の

基となった筑波研究学園都市の建設が昭和 38 年

（1963）9 月に閣議決定され、2013 年には 50 周

年を迎えることから、ささやかな記念事業を思い

立った。「青い目の人形」に安住の場所を見つけ

ることである。調達したガラスのショーケースと

由来を知ってもらうための解説文を持参し、7 月

7 日に同センターを訪れ、吉田重信所長の立会い

の下、ケースに青い人形を納めた。

　この経緯は、長年「筑波かすみ」里帰り実行委

員会にも報告され、連絡を受けた同委員会事務局

長の北村栄子さんが「是非、確認したい」と興奮

気味に話した。同委員会の調査では、茨城県内で

「青い目の人形」の現存が確認されたのは、これ

までに 10 体だけだった。内訳は大子町黒沢小学

校「メリー」、石岡市「メリー」、豊岡小学校「メ

ロディ」、結城市明照保育園「レベッカ」、筑波小

学校「名称不詳」、「古河幼稚園「メリー」、常陸

「筑波かすみ」里帰り実行委員会が
まとめた里帰りの記録

どこか淋しそうだった青い目の人形
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太田市「嶐郷小学校「クリッシー」、土浦幼稚園「名

称不詳」、源清田小学校「メリー」、羽黒小学校「ロー

ズ・マリー」。

　北村さんが確認のため同センター訪れたのは８

月 10 日。案内されて見た瞬間、「これは、当時、

アメリカから贈られたものではない。本物は首の

後ろに米国の刻印がある」とがっかりしたように

判定した。ケースから取り出して確認すると北村

さんが指摘した刻印はなかった。残念ながら 11

体目の新発見とはならなかった。

　「青い目の人形は、戦後、手直しされたり、洋

服が着替えされたりしたものがほとんどで、当時

のものは極めて少ない。青い目の人形の経緯を

知っている方が同じような人形を作り葛城小学校

に寄贈してくれたのではないか。その意味で、ア

メリカから贈られた人形そのものではないが、そ

れに相当する価値はあると思う。その方の温かい

心を汲んでやりここに展示して置いてくれれば人

形さんも喜ぶと思います」と北村さんは話してい

た。

［御供　文範（みとも・ふみのり）］

　1948 年 9 月山形県生まれ、都立中野工業高校卒業。1985

年 2 月、常陽新聞社入社。企画室長などを経て、2007 年より

一般財団法人総合科学研究機構ＣＲＯＳＳＴ＆Ｔ事務局員。

『カラマーゾフの妹』は土浦の妹作

　土浦出身の作家のメジャーな文学賞受賞は、直木賞をとった

故・色川武大以来ではないかと思う。高野史緒（たかの・ふみお）

が第 58 回江戸川乱歩賞を受賞した。受賞作『カラマーゾフの兄

妹』は、『カラマーゾフの妹』に改題され、８月に講談社から刊

行された。高野の実家は土浦駅前の商店と聞いていたから、色

川の生家とも近い。しかし作風は真逆だ。ロシア東欧文化に精

通する女流のＳＦ作家、ジャンル的には苦労しそうと傍目から

見ていたので、今回は起死回生というか一発逆転の受賞だった。

　『カラマーゾフの兄弟』はもともと２部構成として構想された

小説で、ドストエフスキーの死によって「書かれなかった第２部」

が残ってしまった。『カラマーゾフの兄弟』に書かれたカラマー

ゾフ事件の 13 年後が舞台になる想定だそうで、ここまでは史実

（あるいは原典）に基づく。父殺し事件の真相を掘り起こし、掘

り下げてミステリーの形で答えを出したのが本書となる。

　それにしても『カラマーゾフの妹』とはなんとも魅力的なタ

イトル。あまりに長大すぎて多くが中途で投げ出した『カラマーゾフの兄弟』を１ページたり読んでなくとも、

読んでいたかのような気にさせるテクニックが盛り込まれている。多重人格やバベッジの計算機械などＳＦ的な

道具立ても随所に織り込んで、単なるパロディーに堕すことなく、オマージュと片づけることもできない仕上が

りになっている。快作である。

（ＣＲＯＳＳ編集委員　相澤冬樹）
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  街づくり

ライフプランニング協会について

－「女性のため」から始まった－

特定非営利活動法人日本ライフプランニング協会　鶴 田  一 郎

◎はじめに

　こんな事から始まったのが特定非営利活動法人

日本ライフプランニング協会です。特定非営利活

動法人日本ライフプランニング協会は字の如く

NPO 法人です。名称を全て正しく書くと長くな

りますから、これから先は協会と表示します。

　協会設立のメンバーは元々ファイナンシャルプ

ランニングを勉強する人々の集まりでした。平成

11 年（1999）7 月 4 日に日本 FP 協会から SG（ス

タディーグループ）としての許可をうけ、毎月い

ろいろなテーマについて勉強会をしていました。

そんなグループが「女性のためのファィナンシャ

ルプランニング講座」を始めました。【女性のた

め】としたのは、女性の社会進出が増大してきた

当時の社会情勢から、そして家庭・家計を守るう

えで女性の状況を考慮したファイナンシャルプラ

ンングが必要であると考えたため、そして、この

グループに多くの女性メンバーが在籍していたか

らです。【女性のため】と女性に特化したことは、

結果的にこのような講座が少なく、社会からの要

望が多くあることを解ることになりました。

　平成 12 年（2000）5 月 13 日の第 1 回を皮切

りに同年 11 月 23 日に第２回、平成 13 年（2001）

6 月 30 日に第３回を行った頃です。講座名には、

【女性のため】と題していますが、ご夫婦で聴講

に来られる方や男性の問い合わせも多くありまし

た。しかし、女性の皆様の反応が一番で、時間と

曜日の都合が付かず講座の出席を断念する方もお

りました。

　個人、特に女性対象の講座を開催して気がつき

ました。ファィナンシャルプランニングは人生に

とって必要ですが、それだけでは、より良い人生

設計は出来ないのではないか？と。ファイナン

シャルプランニングの前にライフプランニング・

人生設計があるのではないか？　このような意識

が生まれて、ではどうしようか？　反問の結果が、

NPO 法人の設立となったわけです。

◎設立

　設立の認可は内閣府で取得しました。平成 14

年（2002）7 月 11 日が内閣府国民生活局長から

設立認証を受けた日です。特定非営利活動法人の

設立は当然のことながら初めてですので、茨城県

の担当部署に問い合わせに行きました。けれども

内容の把握がうまく出来なかったため、県に問い

合わせるのをやめ、自分達だけで書類を作成しよ

うと云うことに決まりました。

　参考になったのは内閣府のホームページです。

認定申請は県ではなく、内閣府にすることになり

ました。名称から見ても当然のことです。日本ラ

イフプランニンク協会です。２つ以上の都道府県

に事務所等がある場合は、内閣府の担当になりま

す。ライフプランニングは、全ての人に必要なこ

とと考えているため、将来は茨城県だけではなく、

複数の支部が各道府県ごとに出来るものと予定し

ています。実際、協会は茨城県と埼玉県に本店、

支店があります。本来は、日本だけに留まらない

活動であるはずです。

　平成14年（2002）7月23日に設立登記が終了し、

協会としての事業が始まりました。その後、平成
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15 年（2003）2 月 3 日に定款変更の認証を受け

ています。定款変更の狙いは、事業目的の中にラ

イフプランニングを入れること、そして評議会の

設定です。元々の事業目的の中には、ライフプラ

ンに関する事業が入っていましたが、定款変更で

ライフプランとライフプランニングを並列で事業

目的とすることになりました。

　ライフプランとライフプランニングは同じではな

いかと思われますが、その理由は、後述の登録商

標のところでご理解頂けると思います。ライフプラ

ンニングを入れることは、行動すること、実行す

ることを明確にすることでもあります。設立後は、

特定非営利活動法に従い事業終了後所定の書類

を提出、そして役員変更登記等を行っています。

◎ファイナンシャルプランニングとライフプラン

ニングの違い

　ファイナンシャルプランニングとライフプラン

ニングの違いは何でしょうか？　協会設立の原因

なったことでもあります。物事を考える位置の違

いかも知れませんし、視点の違いと言ったほうが

良いかもしれません。

　前述のように協会のメンバーはファイナンシャル

プランニングを勉強していました。ファイナンシャ

ルプランニングは、簡単に訳すれば財務計画する

こと、財産設計することになります。ライフプラ

ンニングは人生設計・計画することとなります。

　日本 FP 協会では、ファイナンシャルプランニ

ングを①金融資産運用設計、②不動産運用設計、

③ライフプランニング・リタイアメントプランニ

ング、④リスクと保険、⑤タックスプランニング、

⑥相続・事業承継設計－の６つに分類しています。

ライフプランニングがファイナンシャルプランニ

ングの一部となっているのが解ります。この場合

のライフプランニングの実際は、ライフイベント

の時々に応じた資金計画を指すことが多くなって

います。

　それに対して当協会の場合は、ライフプランニ

ングを３つの柱で構成しています。３つの柱は、

①バリュー（生きがい・夢・価値観）、②ヘルス（健

康）、③マネー（財産・資産）です。バリューの

ライフプランニング、ヘルスのライフプランニン

グ、マネーのライフプランニングの３つが揃って

初めて協会のライフプランニングとなります。こ

の中のどの一つが抜けることはありません。３つ

のライフプランニングがそれぞれ独立しながらお

互い同士補完し合っていくことになります。どの

ようなライフプランニングをする上でも３つのラ

イフプランニングが必要であるからです。

　生きがいや夢を実現するには、お金も必要です

し、健康の維持も必要です。健康でいることにも、

お金や心や生きがいの助けも必要です。また、お

金や財産の取得、維持にも目的（夢・生きがい）

と体の健康が必要です。これらのライフプランニ

ングは個人だけではなく、企業においても言える

ことではないでしょぅか？　人生の質を高める計

画をライフプランニングと協会は考えています。

　協会のもう一つの特徴は、３つのライフプラン

ニングはアクションプランニングであることで

す。夢を実現するために、どのように行動するか

のロードマップ（行程表）を作成します。計画を

実行し夢を実現に結びつけることが目標です。こ

のようなことは皆様わかっていることです。でも

夢の実現には、意識し考え計画し実行することが

必要です。

◎ロゴマーク

　協会にはロゴマークがあります。協会を英語で

書くと Japan Lifeplanning Association になります。

略すると JLPA となります。頭文字を４つ採ったも

のです。マークの丸の中にこれらの文字がそのま

ま入っています。大きな白抜きの二文字に見える

図形も JLPA が入っています。簡単に探し出せるこ

とでしょう。色は深緑で自然を表しています。

　このマークは会員の友人が、好意で考案してく

れたものです。幾つかの候補がある中で、全会員

で選考した結果、全員一致で決定したマークです。

会員外の方にイメージを聞いたことはありません

が、協会のイメージを良く表わしていると思って

います。協会のホームページや各種書類には記入
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して使用しています。また会話等で協会を指すと

きは、JLPA と表現しています。

　マークの深緑の色は色を表わす番号が決まって

いるそうですが、印刷等以外で表わす時は、微妙

に変わるように感じられます。モノクロ印刷の本

誌では、マークをご覧になっても、本来の色はお

分かりにならないでしょぅが、今後どこかでご覧

になって、イメージと違って感じられる場合は許

し下さい。

◎登録商標

　協会で使用している登録商標は 4 つあります。

『ライフプランニング』、『LPARM(Lifeplanning・

ActionRoadmap)』『LifeplanningMeister』『 財 産

Book』です。

　『ライフプランニング』は協会そのものを表わ

していますので、講座開催時の書類等に使用して

います。定款変更をしたのも協会名と登録商標の

表記と一致するようにしたためと、Plan だけでは

なく Planning の ing と action の意義を持たせる

ためです。

　『LPARM(Lifeplanning・ActionRoadmap)』は、

協会でアクションロードマップの雛形を作って

い ま す が、 そ の 雛 形 が LPARM(Lifeplanning・

ActionRoadmap) の一つです。

　『LifeplanningMeister』は、資格制度の最上級

の資格を意味しているものです。日本国内だけで

は無く国際的な利用を目指しています。

　『財産 Book』は、実際にライフプランニングを

行う際に、ご自分のデータを資料として活用出来

る様に協会で作成したノートの名称として使用し

ています。『財産 Book』も３つの Book から構成

されています。現在一番多く利用されているのが

マネー編です。実際の財産 Book の特徴は、当事

者がご自分で作成出来る様にしていることです。

そのため、Book( 本 ) 形式になっており、ご自分

で書き入れることが基本になっています。現実に

利用されている方は、いざという時の引き継ぎ用

のようです。

　以上、協会の活動を紹介させていただきました

が、基本的な部分の情報を駆け足でご案内するだ

けになってしまいました。資格制度、講座、見学、

財産 Book、コンサートなど協会の幅広い活動の中

身まで紹介出来ず、申し訳ございません。最後ま

で私の文章にお付合い頂き有難うございました。

［鶴田　一郎（つるた・いちろう）］

　1949 年 12 月土浦市生まれ。79 年 5 月 23 日税理士登録及

び開業、93 年 10 月 CFP 登録、2003 年 1 月 1 級技能検定合

格（ファィナンシャル ･ プランニング）（資産設計提案業務）。

02 年 7 月 23 日から NPO 法人日本ライフプランニング協会理

事長。

ロゴマーク
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  街づくり

つくばに新しくできた NPO 法人

ものつくり工房ヘパイストス

千葉工業大学教授　手 嶋  吉 法

研究所見学の機会は多々あるけれど…

　つくばには、多くの研究機関や大学がある。民

間研究所の取り組みについては詳しく知らないの

だが、公的な研究所のほとんどが、年に１回程度

「一般公開」という形で、一般の人達に研究所を

見学してもらうためのイベントを開催している。

研究所の数が多いので、これら一般公開に積極的

に参加するなら、見学の機会は豊富にある。また、

一部の研究機関は常設展示館を持っており、土曜・

日曜・祝日にそれらを見学できるツアーが用意さ

れている（つくばサイエンスツアーバス）。この

ような「見学」に加え、最近では「サイエンスカ

フェ」というような形で、研究者が自分の研究内

容を一般市民に向け、わかり易く説明するトーク

イベントがおこなわれ（産総研サイエンスカフェ

など）、研究者が小・中・高等学校に行っておこ

なう「出前授業」もある。つくばは、他の地域と

比べ、子供達や一般市民がサイエンスに触れる機

会に恵まれた地域と言えるだろう。

　見学とは、文字通り「見て学ぶ」ものである。

高度な最先端の研究成果に基づく、あらかじめ用

意された内容を効率的に学習できるが、基本的に

は受身である。子供達や一般市民が、より能動的

に科学や技術に取り組む場があれば良いのだが、

と筆者達は感じていた。

　より能動的にやるには、自ら手を動かして、実

験したり、ものを作ったりするのが良いだろう。

その際、あらかじめ用意された内容に取り組むだ

けではなく、あれこれ自分なりに試してみること

が大事になる。効率的に学習するのとはむしろ正

反対の「じっくり時間をかけて遊ぶ」姿勢こそが、

科学や技術への本当の扉を開く鍵だと筆者は信じ

ている。

「ものつくり工房 ヘパイストス」の設立

　2009 年頃から、知人達と上述の「より能動的

に科学や技術に取り組む場」の実現について打ち

合わせを始めた。当時、筆者は産業技術総合研究

所（産総研）に所属していた。打ち合わせには、

産総研関係者だけでなく、理化学研究所（理研）

関係者も常に加わっていた。

　実際に何か物を作ることを活動の主体にしよう

ということ、ものつくりの楽しさを子供達や一般

市民に伝えられる団体を作ろうという点では、全

員の意見が一致していた。しかし、「ものつくり」

は非常に広い概念であり、竹とんぼや竹馬などの

伝統的なおもちゃを作ることも、陶芸も、機械部

品を造ることも、ロボットを開発することも、全

てが含まれる。ものつくりに関わることを何でも

やることにしては、という意見もあったが、当然

ながら、打ち合わせメンバー自身が実施できる内

容は限られている。打ち合わせメンバーの特性と

つくばという土地柄を踏まえて、適度に限定した

活動方針をまとめる必要があった。

　何度も打ち合わせを重ねていくうちに、だんだ

んと方向性が定まってきた。自然界にあるさまざ

まな面白い形・美しい形の研究を基に、それらの

形を工芸デザインに応用するようなものつくりの

活動が出来るのではないか。つくばにある樹木や

竹などの天然素材、つくばの研究所で先端技術を
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使って見出された形、いろいろな種類の日本の伝

統工芸の職人芸、これらを組み合わせて、従来に

ないつくば発の新しい工芸を芽生えさせられるの

ではないか。また、子供達やお年寄り、障害のあ

る方などに対して、おもしろい科学おもちゃをつ

くるワークショップを開催することなどにより、

社会福祉活動ができるのではないか。このような

方向性が定まってきた。

　その後、茨城県からの認可を受け、2011 年１

月に、特定非営利活動法人（通称 NPO 法人）も

のつくり工房へパイストスが、正式に発足した。

理事長の金子和雄さんは、つくば市議会議員で、

社会福祉活動にも詳しい方だ。理事は、野口富男

さん、野口守さん、渡辺泰成さんと筆者の４人。

監事は池上祐司さん。法人名の「へパイストス」は、

ギリシャ神話に登場する、ものつくりの神の名で

ある。

　１月に発足したものの、３月 11 日の大震災の

ため、活動計画は凍結され、次に述べる８月のま

つりつくばが NPO 法人としての最初の活動の場

となった。

まつりつくば２０１１

　多くの人で賑わう「まつりつくば」は、つくば

の夏の終わりの風物詩と言ってよいだろう。多く

の屋台が立ち並ぶが、それだけではない。様々な

団体がそれぞれの特徴を生かしてユニークな出店

をしているのである。我らがものつくり工房へパ

イストスは、つくば市民活動センターの会議室を

実施会場として、８月 27 日と 28 日に「不思議な

カード作り」を開催した。筆者は遠方へ出張して

いたため、両日とも不在であったが、入れ替わり

立ち代り参加者があり、好評であったとのことで

ある。

　「不思議なカード」は、箱の中に入っているカー

ドを外へ引き出すと、カードに描かれているモノ

クロの絵が、カラーの絵に変化する、文字通りの

不思議なカードである。カードを中へ差し込むと、

色が消える（写真１）。

　もちろん、種も仕掛けもある。子供達は、あら

かじめスタッフが作ってあったカードで、抜き

差しして遊んで、このカードの仕組みに関心を

抱く。仕組みは至って簡単なのであるが、意外

と見破れないのがこのカードの優れた点である。

この題材は、以前「静岡自然を学ぶ会」と池上

監事・渡辺理事が交流したなかで、提供いただ

いたものである。

　カードで遊んだ後、子供達はカードの製作に取

り掛かる。自分の手で作れば、カードの仕組みを

よく理解できる（写真２）。自作のカードが完成

した子供は満足そうに持ち帰る。

　このまつりつくばに出店したことがきっかけで、

次に述べる西武つくば店でのゴールデンウイーク

イベントの話が約半年後に舞い込んできた。

西武つくば店でのゴールデンウイークイベント

　2012 年２月の初め頃、CROSS 誌の編集委員、

小野史子さんから電話があった。５月の連休中に

西武で科学工作教室をやってはくれまいか、とい

う依頼だった。まつりつくばでの「不思議なカー

ド」作りの会場であったつくば市民活動センター

写真１：箱の中に入ると色が消える
不思議なカメレオンカード

写真２：カード作りに熱中する子供達。
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のスタッフの方が、カード作りの様子を小野さん

に良く説明してくれていたことが背景にあった。

　草の根運動のような地味な活動（まつりつくば

でのカード作り）をちゃんと見てくれている人が

いて、人と人との繋がりを介して新たな活動の場

が与えられることを筆者は望ましい形と感じた。

NPO などの団体が地域に根ざした活動をおこな

うには、人と人との繋がりこそが重要だと思うか

らだ。私事ではあるが、筆者が４月から大学に移

ることはこの２月時点で決まっており、新天地で

てんてこ舞いすることは必至だったのであるが、

この依頼にはなんとか応えたいと感じた。

　新生の NPO としても活動の場を探していたと

ころで、大手百貨店で科学工作教室を実施する機

会はありがたい。NPO の役員と相談し、正式に

引き受けることとなった。科学工作教室の実施内

容は NPO 側が考え、チラシの作成や配布などの

広報活動はすべて西武側がやってくれた。

　科学工作教室の内容を簡単に説明する。開催期

間は、ゴールデンウイークの３日間（５月３日～

６日）であった。３日間を通して展示「リアルな

3D 模型に触ろう！」をおこなった。これは、科

研費基盤 (A) のプロジェクトで筆者らが開発した

様々な精確な形の立体模型を展示したもので、各

種の数学曲面や多面体、惑星（地球、月、金星、

火星）、プランクトン（放散虫と有孔虫）の骨格

などを含む（写真３）。また、３日間毎日１回ずつ、

サイエンスショー「真空のフシギ」をおこなった。

真空中での簡単な実験をおこない、子供達と対話

しながら説明をおこなった。

　科学工作教室は、内容を日替わりにした。初日

は「多面体を作ろう」で、ポリドロンという市販

のプラスチック製の多角形を繋ぎ合わせて、様々

な多面体を作ってみるというものだ（写真４）。

最後に厚紙からくりぬいた多角形を用いて多面体

を作り、家に持ち帰ってもらった。２日目は「フ

シギなカメレオンカード」で、これはまつりつく

ばでやったのと同じ内容である。３日目は「棒で

作る結晶」で、竹の棒（だんご串）を空間の異な

る４方向に規則正しく並べ、輪ゴムで押さえ、結

写真３：（左）いろいろな形の多面体の模型。（右上）プランクトン骨格の拡大模型（放散虫と有孔虫）。
（右下）いずれも精確な形状データに基づく惑星の模型（左から地球、月、金星、火星）。
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晶構造を作るという内容だ（写真５）。

　幸い多数の来場者があり、好評のうちにイベン

トは終了した。また、来場者の中には、ものつく

り工房ヘパイストス自体に関心を持ってくれた方

がいて、NPO への入会申込があった。

これからの活動

　ここまでで、NPO の立ち上げ、まつりつくば

2011 での出店、そして西武つくば店における５

月の連休イベントについて、簡単に説明してき

た。思いがけず活躍の場をいただいたこともあり、

NPO の活動としては、一見順調な滑り出しのよ

うにも見える。

　今後、ものつくり工房ヘパイストスの活動が盛

り上がっていくのか、あるいは萎んでしまうのか、

鍵となるのは再びヒトだと思う。つくばという土

地柄、科学や技術の専門家が多数いる。そして、

科学や技術をじっくりと修得したいと感じている

子供や一般市民も多数いるはずだ。そういう専門

家と素人の両方がこの NPO に出入りし、冒頭で

述べた「じっくり時間をかけて遊ぶ」雰囲気が醸

成されるなら、最初は素人だった人達の手により、

多様性に満ちた創造的なものつくりがおこなわれ

ると確信している。

　拙文の最後を、入会案内で締めたい。会員に

なるための費用は、入会金（一般 3000 円、学生

2000 円）だけで、年会費は無料である。関心の

ある方は、ぜひご一報ください。詳細は、ウェ

ブサイト http://hephaistos.main.jp/ をご覧くださ

い。筆者への問い合わせは、メールにて yoshinori.

teshima@it-chiba.ac.jp まで。

［手嶋　吉法（てしま　よしのり）］

　1970 年、福岡県の英彦山（ひこさん）出身。つくば市は第

２の故郷（合計 15 年間住む）。現在は都内に在住。筑波大学

卒業（自然学類物理学専攻）および筑波大学大学院博士課程

修了（工学研究科物理工学専攻）後、工業技術院地質調査所（非

常勤職員）、高エネルギー加速器研究機構（協力研究員）、理

化学研究所（研究員）、産業技術総合研究所（研究員）を経て、

2012 年４月より千葉工業大学教授。専門は、離散幾何のパッ

キング問題とその数理結晶学、幾何学構造のものづくりへの

応用、精確な形状データに基づく立体模型の開発など。2011

年１月より、本稿の特定非営利活動法人ものつくり工房へパ

イストス（つくば市森の里）理事。

写真５：棒の結晶構造の作り方を
スタッフから習う子供とその両親

写真４：プラスチック製の多角形（ポリドロンという
市販品）を組み合わせ、多面体作りに没頭する子供達
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  人・ひと・ヒト

地域になくてはならない銀行を目指して

－書き下ろしによる「就任のごあいさつ」－

筑波銀行頭取　藤 川  雅 海

　私は、中学３年から土浦市に住んでおり、縁あっ

て 1976 年関東銀行（現筑波銀行）に入行しまし

た。関東銀行が開業したのは1952年10月ですが、

私が生まれたのも 1952 年 10 月です。今考える

と不思議な縁を感じますが、当時（学生時代）は

名前すら知らない銀行でした。

　私が関東銀行に入るきっかけとなったのは、家

庭の事情でした。私は次男でもあり、東京で就職

活動をしていましたが、急遽私が家を継ぐことに

なり、茨城県内での就職を余儀なくされたのです。

そもそも生損保に入ろうとしていたこともあり、

金融機関しか思い当たるところがなく、自宅が土

浦であったことから、本店が土浦にある関東銀行

に入った次第です。

＜入行時＞

　当時はオイルショックの影響もあり、極めて

厳しい就職環境で、内定もなく試験一本でした。

同期も大卒 16 名と極めて少数でしたが、それな

りに精鋭であったと思っています。また、少人

数のせいか、同期の結束力は良く、毎年積み立

てをして、旅行等随分行いました。合併を前に

解散しましたが、ほんとうに長く続いたと思っ

ています。この同期の絆は私にとって大切なも

のだと思います。

　銀行というものがよくわからないまま入行した

訳ですが、最初に本店営業部に配属され、将来の

希望を聞かれる機会があったので、茨城に就職し

たからにはという気持ちもあって、「頭取を目指

します」と言ったことを記憶しています。またこ

の話が結構広まって、多くの先輩方の知れるとこ

ろとなり、ずいぶん冷やかされもしました。聞い

た話ですが、クリントン大統領も 16 歳の時に大

統領になると明確な目的を持ったそうです。私の

場合は、ただ漠然と発した言葉でしたが、今振り

返ると、そういう気持ちを秘めていたからこそ、

今があるのだと思います。

＜組合執行部時代＞

　銀行のことをよく知るきっかけとなったのが、

従業員組合執行部に入ったことです。入行 6年目

だったと思いますが、先輩に誘われて従業員組合

の執行委員になりました。そこで、銀行について

多くのことを学んだ記憶があります。銀行経営や

給与、人事制度、経営者の考え方、自分のそれに

対する考えの整理、交渉方法等本当によく勉強し、

多くの知識を身につけました。また、他行との付

き合いも生まれ、夜の付き合い方もそこで学びま

した。私は委員長まで務めましたが、執行部時代

の 6年間は有意義だったと思っています。また、

私の原点は組合活動にあったといってもおかしく

ないほどです。組合仲間は今現在も私の大きな支

　関東つくば銀行と茨城銀行の合併による発足

（2010 年）から２年を経て、筑波銀行は新頭取

を迎えた。前任の木村興三氏（現会長）に続い

て地元育ちの銀行マン。入行当時から「頭取に

なる」と豪語していたという“伝説”を含め、

なかなか聞けない経歴と抱負による自己紹介を

書き下ろしてもらった。
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えとなっています。

＜本部・支店長・部長時代＞

　私は融資畑でしたが、1999 年に人事部に配属

になったことは大きな転機であったように思いま

す。当時、新しい人事制度の導入（55 歳ポスト

定年制～専任行員制度、早期退職制度等）を組合

と交渉中でして、今度は銀行側の立場で、組合と

深夜に及ぶ交渉をしたことを記憶しています。ま

た、新制度により、多くの方が早期退職をされた

り、転籍をされたり悲しいつらい思いをしたこと

は忘れられません。つらい経験ではありましたが、

この時にも、いろいろな人や人生と出会い、多く

を学び、このことが私を大きく成長させてくれた

と感謝しています。

　次の転機は 2004 年 4 月の総合企画部への配属

です。当時関東つくば銀行の研究学園都市支店長

をしていましたが、まだ赴任して 7ヶ月も経たな

いときに、総合企画部への転勤命令がでました。

これには驚きました。7月に部長になり、最初の

仕事が茨城銀行との合併交渉でした。これも寝耳

に水です。水面下の交渉であり、非常に気を使っ

たとともに、秘密裏に進めていたこともあり、腹

心のスタッフもいないまま、一人で資料の作成等

すべてを行いましたが、今から思うとよくできた

と思います。

　合併検討開始はその 11 月に合意されましたが、

2006 年 3 月に破談となり、3年ほど裁判を行い

ました。私は合併破談後の 6月に取締役となり、

その後、常務、専務と昇進しましたが、3年間ずっ

と裁判に関わってきました。しかし、裁判和解

（2009 年 2 月）後、両行頭取が「裁判はしたけれ

どやはり一緒になることが、両行ひいては地域の

ためにも最善である」という考えだったことから、

すぐに合併交渉が始まり、4月には合併の合意を

しました。まさに電光石火のごとくでした。お互

いの代表者の決断の早さには驚くばかりですが、

おかげさまで 2010 年 3月に合併することができ、

筑波銀行が誕生したわけです。

＜現在・将来＞

　そして 2012 年 6 月、その 2代目頭取に私が指

名されました。振り返って考えてみると、私と関

東銀行（現筑波銀行）は同年同月に生まれ、同じ

ように成長してきたわけで、私が還暦を迎える年

に頭取に就任したことは、本当に縁を感じざるを

得ません。

　私は地元土浦一高出身であり、銀行の中に桜水

会という土浦一高出身者の集まりがありますが、

私が入行したころは、銀行の中で一大勢力でした。

近年卒業生があまり入ってこないので寂しい思い

をしていますが、この 60周年という節目に頭取（9

代目）になれたこと、また土浦に本店を持つ銀行

の頭取に 60 年を経て地元出身者がなったことは、

歴史を振り返る中で自分のことながら感慨深いも

のがあります。

＜復興支援プロジェクト「あゆみ」＞

　筑波銀行となって、2年半が経ちますが、県内

全域に店舗網ができ、さまざまな施策を講ずる中

筑波銀行は土浦市を本店所在地とし、つくば市竹園の

社屋 =写真＝に本部機能を置いている
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で、地域における存在感はますます大きくなって

きていると思います。人事交流も図れ、行員の融

和も進み、旧行意識はどこの店舗でもあまり感じ

ません。今現在復興支援プロジェクト「あゆみ」

を推進中ですが、これも評判がよくいろいろなと

ころから声がかかるようになってきています。全

行員が一丸となって取り組んでいることが、行員

の融和を進める上でも役立っていると思います。

　地域金融機関としては、こうした取り組みをす

る中で、人とのつながりや出会いを大切にしてい

くことが大事であり、使命であると感じています。

預金を集めて、融資をする、銀行業務の中では、

大切なことではありますが、地域のために何がで

きるのかを考え、活動することも大切なことであ

り、これからはそうしたことが、地域金融機関に

求められていくのではないでしょうか。そうした

意味では、人材がもっとも大切であり、幅広い知

識を持ち、豊かな人間性を持った人材を育成して

いくことが不可欠です。豊かな感性や知識は一朝

一夕にはできませんが、地道な人材教育活動を行

う中で、そういう行員を育てていきたい。地域社

会に貢献できる人材を育てたいと思っています。

　これからの地域金融機関に求められるものは、

やはり地域とのつながりです。地域経済の発展が

あってはじめて、地域銀行の発展があるのだろう

と思います。そうした意味では、旧行が育んでき

たそれぞれの歴史を礎に、より深く地域に密着し、

気軽に相談のできるフレンドリーな銀行を目指す

とともに、どんな相談にも応えることができる能

力も兼ね備えた銀行を作り上げ、地域になくては

ならない銀行として筑波銀行を大きく発展させて

いくことが私の使命であると考えます。

　私が銀行員生活で一番大切にしていることは、

人と人とのつながりを大切にするということで

す。今まで多くの人に出会い、多くの先輩、同僚、

部下に恵まれ、そして多くの方に支えられてここ

まできました。これからも、人と人とのつながり

や出会いを大切にしながら多くの仲間と共に歩ん

でいきたいと思います。もうひとつ大事にしてい

る言葉があります。これはある社長から聞いた言

葉ですが、「良志久」という言葉です。「らしく」

と読み、良い志を久しく持って生きようという意

味です。また自分らしく生きるという意味合いも

あります。この言葉と出会ってから、私はこの言

葉のように生きようと心がけています。

　今改めて感じるのは、頭取としての仕事の重み

です。その重責に身の震えを覚えます。でも「私

には仲間がいる。一緒に戦ってくれる、ついてき

てくれる仲間がいる。」そう思えば怖いものはあ

りません。仲間とともに、人と人とのつながりを

大切にしながら、地域経済の発展を願い、その一

翼を担うべく、地域のために、未来のために、ほ

んとうに地域になくてはならない銀行を作ってい

きたいと思います。

［藤川　雅海（ふじかわ・まさみ）］

　1976 年横浜国立大学経済学部卒業、関東銀行（現・筑波銀行）

入行。ひたちなか支店長、研究学園都市支店長、総合企画部

長などを経て 2010 年３月設立の筑波銀行専務取締役。副頭取

から 2012 年６月頭取に就任。茨城県出身。60歳。
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身近な台北、でも？

八木晃一（コンサルタント）

　6月上旬に仕事仲間と台北を旅した。2泊 3日の短い旅であったが、台湾で暮らしたことがある仲間の案内で

効率的にまた有効に見て回ることができた。

　町の中心を移動しているとき、日本車の多いのにびっくりした。台北には、三越、そごう、阪急などのデパー

トが進出しており、その地下の食品売り場には日本の商品が多く並べられていた。また、街の至る所に日本で

おなじみのコンビニエンスストアーがあり、海外に来ているという感覚を強く感じなかった。

　台北に漢民族が住み着いた正式の記録は清代の 1709 年だそうで、歴史建造物はそれほど古くない。台北で最

古の仏教寺院は龍山寺である。270 年の歴史があるとのことであるが、あまり威厳を感じなかった。特別の日に

訪れたわけではないが、多くの人がお参りし、供物を備え、祈っている様子を見て、寺が日常の生活の中に溶

け込んでいるのを感じた。台北には、戦前の台湾統治時代の建造物が多く残されており、現在も使われている。

この点は中国大陸や韓国と違っている。この違いがどうして生まれたのか、小生には理解できていない。台北

観光の目玉は故宮博物院である。日中戦争、その後の内戦を掻い潜った中国文明の宝物が展示されている。小

生らが訪れた日は中国大陸からの観光客であふれ、ゆっくりと展示物を見て回ることができなかった。

　台北の北にある九份（きゅうふん）を訪れ、映画「悲情城市」の撮影が行われたレストランや日本のアニメ

映画「千と千尋の神隠し」のモデルとなった町を散策した。また、別の日に、地下鉄で北投に行き、温泉を楽

しみ、その町の山の上にあるレストランでお茶を楽しんだ。このレストランは戦前、日本軍将校の施設で、戦

後に張学良が軟禁されていたという。我々はお茶を飲んだだけであるが、夜景も素敵なレストランで、台北の方々

が優雅な夕食をしていた。

　台北には「夜市」という夜の市場が市内のあちこ

ちにあり、多くの市民や観光客でにぎわっている。

我々は、町の東側、「松山」駅の近くの夜市を訪ね

た。まっすぐに伸びた通りの両側は各種の店があ

り、また通りの中央にも各種の屋台ができていて、

その間の狭い通路を歩行者がほぼ一方通行で歩く。

肉を焼いた臭いなど、食べ物の屋台から発する異

様な臭いが立ち込めていた。夜市を歩く人の大半

は若い人で、熱気を感じた。この熱気は夜市のみ

でなく、台北の町を散策しているときも感じ、伸

びている国の勢いを実感した。

　台北のどこに行っても親しくしてくれ、外国にいるという感じがなかった。中国大陸や韓国で時々感じる緊

張感はなかった。これは、我々旅行者にとって良いことであるが、それで良いのであろうかとも思う。わが国

が外国と協調して生きていくとき、親しさも重要であるが、緊張感を持って相互の立場を理解し合うことも重

要である。そんなことを考えさせてくれた旅であった。
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  事務局報告

ＣＲＯＳＳの動き

法人事務局

平成 24 年（2012 年）

5月11日　第 1 回理事会が文部科学省研究交流セ

ンターで開催された。主な議事は、平成 23 年度事

業報告の件、平成 23 年度決算承認の件及び平成

24 年度中間報告の件、第 1 回評議員会招集承認の

件、平成 24 年度参与委嘱の件などであった。

5月 29日　第 1 回評議員会がオークラフロンティア

ホテルつくばで開催された。主な議事は、平成 23

年度事業報告の件、平成 23 年度決算承認の件、定

款変更承認の件、役員等の報酬及び費用弁償に関

する規程制定承認の件、評議員補欠選任の件、監

事補欠選任の件及び任期満了に伴う理事選任の件な

どであった。

5月29日　第 2 回理事会 ( 臨時 ) が定款第 29 条第

2 項の規定に基づき議決があった。決議の内容は、

理事長及び常務理事の選定の件、理事の担当業務

互選の件であった。

6月 8日　平成 23 年度利用促進交付金の額の確定

調査が、文部科学省の所管により 6月 8 日及び 6月

22 日の 2 日間にわたって、東海事業センターにおい

て実施された。

6月17日　第 2 回編集委員会が法人事務局会議室

で開催された。主な議題は、「CROSS T＆ T 42 号」

の原稿及び学園都市 50 周年企画などであった。

6月 26日　「CROSS T＆ T 41号」が発刊された。

この中で「つくばと東海との連携強化を考える」が特

集として掲載された。

6月 28日　科学研究費助成事業実務担当者向け説

明会が、早稲田大学で開催された。主な内容は、

科研費制度の概要、研究機関の事務、交付決定後

の各種変更手続き、研究費執行に関する事例研究

などであった。

7月3日　第 2 回常任理事会が法人事務局会議室で

開催された。主な議題は、平成 23 年度利用促進交

付金の額の確定結果、規程の改定・制定、平成 25

年度利用促進交付金の概算要求などであった。

7月 5日　JASRI、RIST、CROSS の第 1 回連携促

進推協議会が東京品川で開催された。主な議題は、

6 月1日に締結された協力協定に基づき、運営要領

の制定、利用促進業務の実施状況などについて協議

が行われた。

7月19日　平成 23 年度利用促進交付金の額の確定

について、文部科学大臣より全額の決定通知があっ

た。

7月 26日　第 2 回企画委員会が法人事務局会議室

で開催された。主な議題は、研究課題、会議及び

公開講座などであった。

7月 26日　第 1 回研究懇話会が TIST５号館大講

義室で開催された。主な内容は、青木貞雄氏の「３

DX 線顕微鏡の開発」、藤田充苗氏の　「持続的循

環社会を考慮した材料選択」、西谷隆義氏の「霊峰

筑波山と徳一大師―知足院中禅寺と筑波山神社」で

あった。

8月 8日　第 3 回編集委員会が法人事務局会議室で

開催された。主な議題は、「CROSS T＆ T 42 号」

の入稿状況、筑波研究学園都市 50 周年企画などで

あった。
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  事務局報告

ＣＲＯＳＳ東海事業センターの動き

利用推進部

（※5/17以降の行事を掲載。）

5月17日　CROSS 東海のホームページ（英語版）を

リニューアル。また8月1日に日本語ページのリニュー

アルを行った。

http://www.cross-tokai.jp/

5月17日　J-PARC/MLF の 2012B 期の公募を開始。

CROSSが担当の共用ビームライン5本では新たに「ト

ライアルユース」と「重点分野利用」の利用枠を設け、

課題の受付を実施。6月7日締め切り。

5 月18 日　2012 年 度 第１回 MLF- 業 務 ディビ

ジョン - ユーザーズオフィス３者会議が開催され、

J-PARC 利用者に対する改善策などについて検討が

なされた。

5月31日～ 6月1日　Prof. Maria Mitkova ( ボイシ

州立大学、米国）が来訪され、J-PARC を視察され

た。また「カルコゲナイド薄膜とその応用」に関する

講演を行っていただき、MLF、KEK の研究者を交

え有意義な意見交換が行われた。

6月1日　SPring-8 と SACLA の登録機関である（公

財）高輝度光科学研究センター JASRI、京コンピュー

ターの登録機関である（一財）高度情報科学研究機

構 RIST そして J-PARC の登録機関である当（一財）

総合科学研究機構 CROSS の特定先端大型研究施

設に関する三登録機関で協力協定を締結。

また 7月 5 日に第１回　登録施設利用促進機関連携

促進協議会を開催。

6月 25日　第 5 回 J-PARC/MLF 連携協力会議を開

催。MLF 施設利用委員会（J-PARC）と選定委員会

（CROSS）を合同で開催する件、トライアルユース

課題の審査などについて審議が行われた。

6月 26日～ 28日　研究会「薄膜・多層膜の埋もれ

た界面の解析 －高度な量子ビーム源による新しい研

究の方向性」が KEK つくばキャンパス（茨城）で

開催された。

7月1日　J-PARC センター長に池田裕二郎氏（前

副センター長）が就任。3 月末日で任期満了し、セ

ンター長事務取扱を務めて来られた永宮前センター

長は、しばらくJ-PARC アドバイザーを務められる。

J-PARCプロジェクトスタートから15 年間強力なリー

ダーとしての役割を果たして来られた同氏に感謝。

8月2日～3日　2日に中性子課題審査部会（J-PARC）

と利用研究課題審査委員会（CROSS）の分科会を、

また3日には本会をJ-PARC、CROSSと合同で開催。

2012B 期の課題について審査を行った。

8月 8日　平成２４年度中性子産業応用セミナー in

大阪（大阪）を開催。約 40 名の出席者があり、産

業利用に適した実験装置の概要と、利用成果の実例、

トライアルユース制度の紹介などを行った。

8月16日　MLF/CROSS 利用促進合同会議を開催。

第 14 回 MLF 施設利用委員会と第 4 回選定委員会

の合同開催（8 月20 日）について、資料の確認、議

事進行の確認が行われた。

8月 20日　第 14 回 MLF 施設利用委員会、第 4 回

選定委員会を合同で開催。これまで別々で開催して

いた両委員会を今回初めて同時開催した。第 4 回選

定委員会では 2012B 期から実験が開始される「元素

戦略プロジェクト〈研究拠点形成型〉」利用課題の募

集・審査、「トライアルユース」利用課題についてな

どの審議が行われ了承された。なお、同会議には、

7月1日に就任された池田 J-PARC センター長、文

科省量研室から原室長の代理として季武総括係、当

財団より西谷理事長他が同席した。

8月 22日　プレス発表「J-PARC 中性子線施設にお

ける元素戦略プロジェクト利用とトライアルユース利

用の重点分野利用制度を新設」を J-PARC センター

と共同発表。第 4 回選定委員会（8 月20 日）での了

承を受け、2012B 期から、文部科学省が推進する

課題解決型の「元素戦略プロジェクト〈研究拠点形

成型〉」利用と初心者入門型の「トライアルユース」

利用の重点分野利用を新しく始めることを発表。
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	02_郷土
	03_つくば発
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